
学
界
動
向マ

ル
ク
ス
主
義
に
わ
け
る
く
思
想
と
科
学
Ｖ
・
〈
論
理
と
歴
史
〉

　
　
　
　
　
経
済
学
史
学
会
関
西
部
会
第
四
〇
回
研
究
会
の
報
告
と
間
題
点

細
　
　
見

英

　
去
る
一
月
二
九
日
午
後
、
本
学
衣
笠
学
舎
で
、
経
済
学
史
学
会
関
西

部
会
の
雛
四
〇
回
定
例
研
究
会
が
催
さ
れ
た
。

　
報
缶
は
二
本
。
口
巾
典
崎
氏
（
京
大
）
　
「
プ
レ
ハ
ー
ノ
フ
の
著
作
刊

行
吏
と
研
究
史
に
つ
い
て
」
、
作
藤
金
三
郎
氏
（
大
阪
市
大
）
「
宇
野
弘

蔵
教
授
の
『
原
珊
論
』
、
と
く
に
『
流
迦
論
』
の
方
法
に
つ
い
て
」
。

　
経
済
学
吏
学
く
ム
は
、
会
貝
数
約
四
〇
〇
名
、
一
全
旧
大
く
ム
は
年
一
回
、

秋
に
閉
雌
。
あ
わ
せ
て
閑
東
、
閑
西
、
西
｛
の
各
部
会
紅
繊
を
も
ち
、

そ
れ
ぞ
れ
定
期
的
に
研
究
会
を
お
こ
た
っ
て
い
る
。
木
学
閑
係
の
会
貝

は
、
柵
沢
、
建
林
、
高
橋
良
三
、
浜
崎
、
岡
崎
、
細
見
の
六
名
と
、
他

に
”
糸
祥
会
以
”
　
（
火
は
会
炊
、
淋
納
の
た
め
除
薪
巾
・
。
た
だ
し
出
Ｈ
の

　
　
　
学
　
　
界
　
　
動
　
　
向

研
究
会
の
討
論
で
は
、
も
っ
と
も
熱
心
た
”
会
員
”
の
一
人
で
あ
っ
た
）

と
し
て
梯
明
秀
氏
。

　
一
月
二
九
日
の
研
究
会
は
、
出
席
者
約
四
〇
名
の
小
規
模
な
学
会
で

あ
っ
た
が
、
田
中
・
佐
藤
両
氏
の
報
告
は
、
い
ず
れ
も
長
年
の
堅
実
な

研
究
に
も
と
づ
く
密
度
の
高
い
も
の
で
あ
っ
て
、
問
題
提
起
に
充
ち
た

実
に
興
味
深
い
も
の
で
あ
っ
た
。
以
下
に
両
報
告
の
要
旨
を
細
介
し
、

あ
わ
せ
て
、
両
者
の
背
景
に
共
通
し
て
ひ
そ
め
ら
れ
て
い
る
一
つ
の
根

本
的
閉
魎
点
、
す
な
わ
ち
、
マ
ル
ク
ス
主
義
・
マ
ル
ク
ス
経
済
学
と
は

本
来
な
に
か
、
の
閉
魎
に
つ
い
て
、
私
な
り
に
若
干
の
考
察
を
試
み
た

い
。　

　
　
　
　
　
二

一
四
九
　
（
一
四
九
）



　
　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
十
五
巻
・
第
一
号
）

　
田
中
真
晴
氏
は
こ
こ
数
年
来
、
　
「
ロ
シ
ア
・
マ
ル
ク
ス
主
義
の
父
」

プ
レ
ハ
ー
ノ
フ
（
一
八
五
六
－
一
九
一
八
）
に
焦
点
を
お
い
て
、
一
九

世
紀
後
半
の
ロ
シ
ア
経
済
思
想
史
の
研
究
を
精
力
的
に
す
す
め
て
こ
ら

　
（
１
）

れ
た
。
氏
の
報
告
は
、
こ
れ
ま
で
の
氏
の
研
究
を
背
景
に
、
一
、
ソ
ビ

ェ
ト
に
お
け
る
ブ
レ
ハ
ー
ノ
フ
の
著
作
刊
行
史
を
検
討
Ｌ
、
二
、
プ
レ

ハ
ー
ノ
フ
評
価
の
変
遷
と
問
題
点
を
摘
出
し
て
、
三
、
現
代
に
お
げ
る

プ
レ
ハ
ー
ノ
フ
研
究
の
視
角
と
課
題
を
確
定
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ

る
。

一
、
著
作
刊
行
史
と
そ
の
特
徴

　
氏
に
よ
れ
ぼ
、
プ
レ
ハ
ー
ノ
フ
の
死
後
こ
れ
ま
で
に
、
っ
ぎ
の
三
種

類
の
著
作
集
・
選
集
が
刊
行
さ
れ
て
き
た
。

　
¢
『
ブ
レ
ハ
ー
ノ
フ
著
作
集
』
、
リ
ャ
ザ
ー
ノ
フ
編
、
二
四
巻
、

　
　
九
二
三
－
二
七
年
。

　
　
『
ブ
レ
ハ
ー
ノ
フ
遺
稿
集
』
、
八
巻
、
一
九
三
四
－
四
〇
年
。

　
　
『
ブ
レ
ハ
ー
ノ
フ
哲
学
逃
集
』
、
五
巻
、
　
一
九
五
六
－
五
八
年
。

　
こ
れ
ら
の
著
作
集
の
内
容
を
検
討
す
る
と
き
、
収
録
範
胴
が
し
だ
い

に
狭
く
な
っ
て
き
て
い
る
こ
と
が
特
徴
的
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
¢
の

『
著
作
集
』
は
当
初
全
二
六
巻
か
ら
な
る
実
貫
上
の
全
集
と
し
て
計
画

さ
れ
な
が
ら
、
犯
一
次
大
戦
勃
発
後
の
ブ
レ
ハ
ー
ノ
フ
の
時
筒
評
論
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
五
〇
　
（
一
五
〇
）

た
ら
び
に
メ
ソ
シ
ェ
ヴ
ィ
キ
系
の
人
々
を
と
り
あ
げ
た
伝
記
類
が
割
愛

さ
れ
た
ま
ま
二
四
巻
で
う
ち
き
ら
れ
、
　
の
『
遺
稿
集
』
は
、
プ
レ
ハ

ー
ノ
フ
が
戦
略
論
・
組
織
論
を
め
ぐ
っ
て
レ
ー
ニ
ソ
と
対
立
し
メ
ン
シ

ェ
ヴ
ィ
キ
の
側
に
移
っ
た
一
九
〇
三
年
以
後
の
綱
領
・
戦
術
関
係
を
除

外
し
て
お
り
、
　
『
哲
学
選
集
』
は
、
思
想
吏
、
文
学
・
芸
術
論
を
ふ

く
む
ひ
ろ
い
意
味
で
の
哲
学
関
係
著
作
を
あ
っ
め
た
も
の
で
あ
る
が
、

ナ
ロ
ー
ド
ニ
キ
時
代
の
も
の
は
収
録
さ
れ
ず
、
　
「
労
働
解
放
団
」
時
代

の
も
の
は
哲
学
以
外
の
政
治
論
な
ど
ま
で
お
さ
め
、
晩
年
の
か
れ
の
方

法
論
を
代
表
す
る
ロ
シ
ア
杜
会
田
心
想
史
の
「
序
説
」
は
除
か
れ
て
い
る
。

　
よ
う
す
る
に
二
十
年
代
初
頭
以
降
の
著
作
刊
行
史
に
お
い
て
、
収
録

範
囲
が
、
時
期
的
に
は
一
八
八
三
年
－
一
九
〇
三
年
の
プ
レ
ハ
ー
ノ
フ

の
い
わ
ゆ
る
「
マ
ル
ク
ス
主
義
期
」
の
も
の
に
、
内
容
的
に
は
哲
学
関

係
著
作
に
、
し
だ
い
に
限
定
さ
れ
て
き
て
い
る
わ
げ
で
あ
る
。

二
、
プ
レ
ハ
ー
ノ
フ
研
究
史

　
著
作
刊
行
吏
上
の
右
の
よ
う
な
推
移
は
、
ソ
ビ
ェ
ト
に
お
げ
る
プ
レ

ハ
ー
ノ
フ
評
価
の
変
遷
を
反
映
し
、
こ
れ
は
ま
た
こ
れ
で
、
ソ
ビ
ェ
ト

・
マ
ル
ク
ス
キ
義
の
転
変
過
程
を
反
映
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
　
「
レ

ー
ニ
ソ
主
義
・
ス
タ
ー
リ
ン
主
義
Ｈ
唯
一
の
正
統
マ
ル
ク
ス
セ
炎
」
観

の
確
立
。
こ
れ
を
某
準
と
す
る
先
行
な
ら
び
に
同
時
代
諾
忠
想
の
評
伽



裁
断
。

　
ソ
ビ
ェ
ト
に
お
げ
る
プ
レ
ハ
ー
ノ
フ
評
価
の
変
化
は
、
プ
レ
ハ
ー
ノ

フ
の
思
想
発
展
の
時
期
区
分
に
も
っ
と
も
典
型
的
に
し
め
さ
れ
て
い
る
。

二
十
年
代
初
頭
『
著
作
集
』
発
刊
当
時
、
リ
ャ
ザ
ー
ノ
フ
は
プ
レ
ハ

ー
ノ
フ
の
著
作
活
動
を
区
分
し
て
、
¢
ナ
ロ
ー
ド
ニ
キ
か
ら
マ
ル
ク
ス

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、

主
義
へ
の
移
行
期
（
一
八
七
八
－
八
二
年
）
、
　
　
マ
ル
ク
ス
主
義
の
時

、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、

期
（
一
八
八
三
－
一
九
一
四
年
）
、
　
＠
祖
国
防
衛
派
の
時
期
（
一
九
一

四
－
一
八
年
）
と
し
て
い
た
。
と
こ
ろ
が
現
代
ソ
ビ
エ
ト
学
界
で
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、

プ
レ
ハ
ー
ノ
フ
の
マ
ル
ク
ス
主
義
期
を
一
九
〇
三
年
ま
で
と
し
、
こ
れ

以
後
を
メ
ソ
シ
ェ
ヴ
ィ
キ
の
時
期
と
す
る
の
が
通
説
と
な
っ
て
い
る
。

つ
ま
り
、
レ
ー
ニ
ソ
と
の
党
派
的
対
立
・
メ
ン
シ
ェ
ヴ
ィ
キ
ヘ
の
移
行

１
ー
マ
ル
ク
ス
主
義
か
ら
の
逸
脱
・
堕
落
、
と
い
う
把
握
。

　
こ
の
よ
う
た
プ
レ
ハ
ー
ノ
フ
評
価
の
変
化
の
画
期
を
田
中
氏
は
、
一

九
三
〇
年
前
後
の
デ
ボ
ー
リ
ソ
批
判
、
ミ
ー
チ
ソ
に
よ
る
「
哲
学
の
レ

ー
ニ
ン
的
殴
階
」
提
唱
の
時
期
に
推
定
さ
れ
る
。
そ
し
て
ス
タ
ー
リ
ン

批
判
以
後
あ
い
つ
い
で
出
さ
れ
た
プ
レ
ハ
ー
ノ
フ
研
究
（
ブ
ロ
ー
ヴ
ェ

ル
　
「
プ
レ
ハ
ー
ノ
フ
の
経
済
観
』
　
一
九
六
〇
年
、
ポ
リ
ャ
ン
ス
キ
ー

『
プ
レ
ハ
ー
ノ
フ
と
ロ
シ
ァ
経
済
思
想
』
一
九
六
五
年
な
ど
）
に
お
い

て
も
、
文
献
実
証
的
に
は
紋
密
化
し
な
が
ら
も
、
レ
ー
ニ
ン
を
絶
対
基

　
　
　
　
学
　
　
界
　
　
動
　
　
向

準
と
す
る
プ
レ
ハ
ー
ノ
フ
評
価
の
点
で
は
、
な
ん
の
変
化
も
認
め
ら
れ

な
い
こ
と
を
指
摘
さ
れ
た
。

　
こ
れ
に
反
し
て
西
側
の
プ
レ
ハ
ー
ノ
フ
研
究
で
は
、
一
般
に
、
プ
レ

ハ
ー
ノ
フ
が
レ
ー
ニ
ン
と
対
立
し
て
い
る
点
ほ
ど
ほ
め
ら
れ
て
い
る
。

プ
レ
ハ
ー
ノ
フ
と
レ
ー
ニ
ソ
と
の
連
続
面
と
断
絶
面
に
た
ち
い
っ
た
考

察
を
く
わ
え
プ
レ
ハ
ー
ノ
フ
研
究
の
水
準
を
飛
躍
的
に
高
め
た
、
ア
メ

リ
カ
の
バ
ロ
ソ
の
労
作
『
プ
レ
ハ
ー
ノ
フ
』
（
一
九
六
三
年
）
に
し
て
も
、

マ
ル
ク
ス
主
義
者
と
し
て
の
プ
レ
ハ
ー
ノ
フ
よ
り
も
、
「
時
代
お
く
れ
」

の
マ
ル
ク
ス
主
義
を
ま
と
い
た
が
ら
、
に
も
か
か
わ
ら
ず
ロ
シ
ア
杜
会

の
真
実
を
見
つ
め
て
い
た
プ
レ
ハ
ー
ノ
フ
の
西
欧
主
義
的
．
近
代
主
義

的
側
面
か
、
　
　
ソ
ヒ
ェ
ト
全
体
主
義
の
先
駆
的
批
判
と
い
う
意
義
を

も
こ
め
て
　
　
評
価
さ
れ
て
い
る
。

三
、
プ
レ
ハ
ー
ノ
フ
研
究
の
視
角
と
課
題

　
ソ
ビ
ェ
ト
の
ブ
レ
ハ
ー
ノ
フ
諭
に
せ
よ
西
側
の
そ
れ
に
せ
よ
、
そ
の

研
究
視
角
は
、
田
中
氏
に
と
っ
て
満
足
で
き
る
も
の
で
は
な
い
。
レ
ー

ニ
ン
を
、
あ
る
い
は
ア
ン
テ
ィ
・
レ
ー
ニ
ソ
を
基
準
に
し
て
プ
レ
ハ
ー

ノ
フ
を
切
る
の
で
な
く
、
ま
ず
も
っ
て
プ
レ
ハ
ー
ノ
フ
の
忠
想
と
論
理

そ
れ
口
体
の
特
貰
が
内
在
的
に
把
搾
さ
れ
る
べ
き
で
は
な
い
か
。
こ
れ

に
よ
っ
て
、
終
始
「
正
統
マ
ル
ク
ス
主
携
者
」
を
〕
認
し
た
プ
レ
ハ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
五
一
　
（
一
五
一
）



　
　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
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五
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一
号
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ノ
フ
の
思
想
と
行
動
が
、
そ
れ
な
り
に
首
尾
一
貫
し
た
も
の
と
し
て
と

ら
え
う
る
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
そ
の
上
で
、
プ
レ
ハ
ー
ノ
フ
と
レ
ー
ニ

ソ
の
二
つ
の
「
正
統
」
の
も
つ
思
想
的
・
理
論
的
な
ら
び
に
実
践
的
・

歴
史
的
た
意
義
と
眼
度
　
　
当
代
に
た
い
し
て
、
ま
た
現
代
に
た
い
し

て
も
つ
意
義
と
眼
度
１
が
見
さ
だ
め
ら
れ
る
べ
き
で
は
な
か
ろ
う
か
。

田
中
氏
の
視
角
は
、
ほ
ぼ
こ
う
い
っ
た
も
の
で
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
な
視
角
か
ら
す
る
ブ
レ
ハ
ー
ノ
フ
研
究
の
主
た
る
課
題
・

問
題
点
と
し
て
、
田
中
氏
は
、
つ
ぎ
の
三
点
を
提
示
さ
れ
る
。
¢
ロ
シ

ア
．
マ
ル
ク
ス
主
義
の
先
駆
的
労
作
と
し
て
の
意
義
の
究
明
、
と
く
に

ロ
シ
ア
資
本
主
義
論
を
軸
と
し
て
。
　
プ
レ
ハ
ー
ノ
フ
の
「
正
統
マ
ル

ク
ス
主
義
」
の
検
討
。
＠
東
洋
的
デ
ス
ポ
テ
ィ
ズ
ム
論
の
視
点
か
ら
す

る
プ
レ
ハ
ー
ノ
フ
の
ロ
シ
ア
杜
会
論
の
惹
義
を
、
史
的
唯
物
論
と
の
関

連
で
検
討
す
る
こ
と
。

　
¢
の
課
題
に
田
中
氏
は
、
こ
れ
ま
で
の
労
作
で
う
ち
こ
ん
で
こ
ら
れ

た
。
そ
の
成
果
を
ふ
ま
え
て
　
、
　
の
課
趣
が
提
起
さ
れ
て
い
る
わ
け

で
あ
る
が
、
こ
れ
ら
の
点
に
っ
い
て
氏
の
表
閉
さ
れ
た
展
印
に
は
、
き

わ
め
て
蜘
ハ
味
ぶ
か
い
も
の
が
あ
る
。

　
田
中
氏
は
プ
レ
ハ
ー
ノ
フ
の
思
恕
の
特
質
を
、
究
概
の
と
こ
ろ
、

「
マ
ル
ク
ス
主
表
内
剖
の
客
観
主
義
」
と
特
徴
づ
け
ら
れ
る
。
　
「
客
観

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
五
二
　
（
一
五
二
）

主
義
」
と
い
う
の
は
、
つ
ぎ
の
意
味
あ
い
に
お
い
て
で
あ
る
。
　
「
唯
物

論
的
見
地
に
立
ち
な
が
ら
、
経
済
過
程
の
政
治
過
程
に
対
す
る
規
定
性

を
過
大
に
評
価
す
る
傾
向
を
も
つ
点
で
、
し
た
が
っ
て
革
命
主
体
の
白

由
な
歴
史
創
造
の
可
能
性
の
幅
を
狭
く
考
え
る
傾
向
を
も
つ
点
で
、
客

　
　
　
（
２
）

観
主
義
的
」
。
　
こ
の
規
定
が
レ
ー
ニ
ン
と
の
対
比
を
念
頭
に
お
い
て
の

も
の
で
あ
る
こ
と
は
、
い
う
ま
で
も
な
い
。
お
な
じ
く
二
段
階
革
命
の

構
想
か
ら
出
発
し
な
が
ら
、
杜
会
主
義
、
革
命
を
身
近
か
の
課
題
と
し

て
主
体
的
に
う
け
と
め
、
つ
ね
に
経
済
的
基
礎
過
程
を
革
命
運
動
の
動

向
，
当
面
す
る
課
題
と
の
動
的
関
連
の
な
か
で
理
論
化
し
て
、
ロ
シ
ア

革
命
の
成
功
を
指
導
し
た
レ
ー
ニ
ン
。
こ
れ
に
た
い
し
て
プ
レ
ハ
ー
ノ

フ
は
、
世
界
資
本
主
義
の
新
展
開
、
ロ
シ
ア
に
お
げ
る
革
命
運
動
の
進

展
を
眼
前
に
し
な
が
ら
も
、
現
実
の
状
況
に
た
い
し
て
非
妥
協
的
に
、

マ
ル
ク
ス
．
エ
ン
ゲ
ル
ス
の
諸
命
題
を
忠
実
に
墨
守
し
、
後
進
葺
本
主

義
国
ロ
シ
ア
に
お
げ
る
杜
会
主
義
革
命
の
時
期
尚
早
を
説
い
て
や
ま
な

か
っ
た
。
　
（
こ
こ
に
ブ
レ
ハ
ー
ノ
フ
の
「
正
統
主
義
」
の
、
理
論
と
実

践
に
お
げ
る
「
客
観
主
義
」
と
の
相
互
規
定
的
結
合
を
み
て
と
れ
よ

う
）
。
　
し
た
が
っ
て
恥
か
恥
淋
ど
レ
心
小
マ
ル
ク
ス
主
義
の
正
続
が
、

レ
ー
ニ
ン
、
プ
レ
ハ
ー
ノ
フ
の
い
ず
れ
に
あ
る
か
は
－
閉
で
あ
る
。

　
で
は
プ
レ
ハ
ー
ノ
フ
の
「
宥
観
十
工
義
」
は
、
ま
っ
た
く
否
定
的
な
意



義
Ｌ
か
も
た
な
い
も
の
か
。
客
観
主
義
的
な
る
が
ゆ
え
に
か
え
っ
て
、

革
命
の
緊
迫
性
の
視
点
か
ら
は
見
落
と
さ
れ
た
、
あ
る
い
は
カ
ッ
コ
に

入
れ
ら
れ
た
側
面
が
、
照
射
さ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
か
。
田
中
氏
は

す
す
ん
で
こ
の
点
を
追
究
さ
れ
る
。
そ
し
て
、
ロ
シ
ア
杜
会
の
後
進
性

を
半
ア
ジ
ア
的
な
伝
統
的
杜
会
構
造
の
う
ち
に
追
求
し
よ
う
と
す
る
プ

レ
ハ
ｉ
ノ
フ
の
、
東
洋
的
専
制
主
義
の
視
角
か
ら
す
る
ロ
シ
ア
杜
会
論

の
構
想
の
な
か
に
、
か
れ
の
「
客
観
主
義
」
の
積
極
的
な
一
面
を
探
り

だ
そ
う
と
企
図
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
プ
レ
ハ
ー
ノ
フ
の
こ
の
構
想
は
、

ソ
ビ
エ
ト
で
は
、
ア
ジ
ア
的
生
産
様
式
論
争
の
過
程
を
つ
う
じ
て
「
地

理
的
唯
物
論
」
と
し
て
断
罪
さ
れ
て
き
た
。
し
か
し
、
地
理
的
環
境
が

杜
会
的
諸
関
係
・
杜
会
構
造
に
お
よ
ぽ
す
一
定
の
規
定
的
影
響
は
、
史

的
唯
物
論
の
枠
内
で
も
承
認
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
は
な
い
か
。

　
プ
レ
ハ
ー
ノ
フ
は
唯
物
論
に
忠
実
に
ロ
シ
ア
杜
会
の
後
進
性
を
分
析

し
、
客
観
的
条
件
を
無
視
し
て
歴
史
の
股
附
を
と
び
こ
そ
う
と
す
る
ポ

ル
シ
ェ
ヴ
ィ
キ
の
「
行
き
す
ぎ
」
を
警
告
し
っ
づ
け
た
。
ロ
シ
ァ
革
命

は
、
あ
る
意
味
で
は
、
こ
の
後
逃
性
を
バ
ネ
と
し
て
成
っ
た
。
し
か
し

そ
の
飛
雌
の
代
価
を
祉
会
主
表
雄
設
の
過
程
で
せ
お
わ
ね
ぼ
な
ら
な
か

っ
た
の
で
あ
り
、
こ
の
六
で
ブ
レ
ハ
ー
ノ
フ
の
「
穴
概
中
炎
的
」
観
点

は
、
こ
ん
に
ち
な
お
後
遊
困
に
お
け
る
杜
会
主
義
華
命
、
の
み
な
ら
ず

　
　
　
　
学
　
　
界
　
　
動
　
　
向

一
般
に
杜
会
主
義
の
理
論
と
実
践
に
た
い
し
て
、
有
意
味
な
示
唆
を
与

え
て
い
る
点
が
あ
り
は
し
な
い
だ
ろ
う
か
。

　
以
上
が
、
田
中
氏
の
報
告
と
問
題
提
起
の
要
旨
で
あ
る
。

　
討
論
で
は
、
　
「
マ
ル
ク
ス
主
義
の
内
部
で
の
客
観
主
義
」
と
い
う
、

プ
レ
ハ
ー
ノ
フ
に
た
い
す
る
田
中
氏
の
規
定
に
つ
い
て
、
Ｑ
ミ
ー
チ
ン

以
後
の
ソ
ビ
エ
ト
哲
学
界
に
一
般
に
み
ら
れ
る
客
観
主
義
的
傾
向
と
プ

レ
ハ
ー
ノ
フ
の
客
観
主
義
と
の
区
別
と
関
連
、
　
プ
レ
ハ
ー
ノ
フ
の
客

観
主
義
の
も
つ
積
極
的
意
義
、
の
二
点
を
め
ぐ
っ
て
熱
心
な
意
見
交
換

が
お
こ
な
わ
れ
た
。

　
（
１
）
　
「
一
九
世
紀
末
ロ
シ
ア
資
本
主
義
論
史
の
研
究
序
説
」
　
（
八

　
　
九
巻
一
号
、
一
九
六
二
年
一
月
）
以
降
、
さ
い
き
ん
の
「
プ
レ
ハ

　
　
ー
ノ
フ
の
著
作
集
に
つ
い
て
」
　
（
九
七
巻
三
号
、
　
一
九
六
六
年
三

　
　
月
）
に
い
た
る
、
京
大
『
経
済
諭
遊
』
に
掲
載
さ
れ
た
一
〇
篇
の

　
　
論
稿
。
な
ら
び
に
、
　
『
経
済
学
史
講
座
』
節
三
巻
（
有
斐
閣
、
　
一

　
　
九
六
五
年
）
所
収
の
「
ロ
シ
ア
資
木
主
義
諭
の
災
開
」
。
　
こ
れ
ら

　
　
一
連
の
労
作
は
、
近
く
『
ロ
シ
ア
維
済
思
想
火
の
研
究
』
に
ま
と

　
　
め
ら
れ
、
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
か
ら
刊
行
さ
れ
る
。

　
（
２
）
　
田
中
真
騎
　
「
ブ
レ
ハ
ー
ノ
フ
の
ロ
シ
ア
筑
本
主
義
論
Ｈ
」

　
　
（
『
経
済
論
遊
』
八
九
巻
五
号
）
一
〇
ぺ
ー
ジ
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
五
三
　
（
一
五
三
）
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三

　
佐
藤
金
三
郎
氏
の
報
告
は
、
す
る
ど
い
問
題
意
識
と
綿
密
な
文
献
考

証
に
よ
っ
て
『
資
本
論
」
成
立
史
の
研
究
を
お
こ
な
い
つ
つ
、
そ
の
過

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
１
）

程
で
た
え
ず
宇
野
理
論
と
の
対
決
を
試
み
て
こ
ら
れ
た
同
氏
が
、
　
「
日

ご
ろ
考
え
て
い
る
こ
と
の
一
端
」
を
の
べ
て
討
議
の
素
材
に
提
供
さ
れ

た
も
の
で
あ
る
。

　
氏
の
念
頭
に
は
、
近
年
の
宇
野
学
派
の
内
部
分
裂
が
あ
る
。
か
つ
て

宇
野
理
論
の
特
質
は
、
　
「
径
済
学
研
究
に
お
げ
る
三
段
階
論
」
　
（
原
理

論
・
段
陪
論
・
現
状
分
析
）
の
提
唱
と
、
こ
の
見
地
か
ら
す
る
『
資
本

論
』
の
「
原
理
論
と
し
て
の
純
化
」
の
試
み
に
も
と
め
る
こ
と
が
で
き

た
。
し
か
し
、
周
知
の
よ
う
に
、
数
年
前
よ
り
宇
野
学
派
の
な
か
で
、

鈴
木
鴻
一
郎
氏
・
岩
田
弘
氏
ら
に
よ
っ
て
、
原
理
論
の
対
象
Ｈ
純
粋
資

本
主
義
と
い
う
宇
野
理
論
の
基
本
前
提
の
一
つ
に
た
い
し
て
異
論
が
だ

さ
れ
、
原
理
論
を
「
世
界
資
本
主
義
の
生
成
、
確
立
、
展
開
の
内
的
叙

述
ま
た
は
内
的
模
写
」
　
（
鈴
木
氏
）
と
性
格
づ
け
る
見
解
が
う
ち
だ
さ

れ
て
き
た
。
こ
の
見
地
に
し
た
が
え
ぼ
、
宇
野
氏
の
強
調
す
る
原
理
論

と
段
階
論
と
の
方
法
論
的
峻
別
は
、
事
実
上
否
疋
さ
れ
る
こ
と
と
な
ら

ざ
る
を
え
な
い
。

　
こ
の
よ
う
た
宇
野
理
論
の
某
本
的
見
地
に
お
け
る
宇
野
派
内
部
の
分

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
五
四
　
（
一
五
四
）

裂
は
、
げ
っ
し
て
偶
然
の
こ
と
で
は
な
く
、
宇
野
弘
蔵
氏
の
提
唱
に
な

る
”
原
始
”
宇
野
理
論
の
論
理
の
な
か
に
、
宇
野
氏
の
方
法
と
体
系
と

の
あ
い
だ
に
、
内
的
矛
盾
と
し
て
分
裂
の
契
機
が
胚
胎
し
て
い
る
の
で

は
な
い
か
、
そ
し
て
宇
野
氏
の
体
系
が
、
氏
白
身
認
め
ら
れ
る
よ
う
に
、

三
段
階
論
の
全
体
に
わ
た
っ
て
は
こ
れ
ま
で
の
と
こ
ろ
未
整
備
で
あ
り
、

原
理
論
に
お
い
て
の
み
一
応
の
完
成
を
み
て
い
る
こ
と
か
ら
し
て
も
、

そ
の
内
的
矛
盾
は
宇
野
氏
「
原
理
論
」
の
な
か
に
こ
そ
求
め
ら
る
べ
き

で
あ
ろ
う
、
と
い
う
の
が
、
佐
藤
氏
の
問
題
設
定
で
あ
る
。

　
宇
野
氏
「
原
理
論
」
の
な
か
で
と
り
わ
げ
オ
リ
ジ
ナ
ル
な
の
は
、
三

篇
構
成
の
第
一
篇
を
「
流
通
論
」
と
し
、
こ
こ
で
商
品
・
貨
幣
・
資
本

を
も
っ
ぱ
ら
「
流
通
形
態
」
と
し
て
考
察
す
る
と
こ
ろ
に
あ
る
。
宇
野

氏
に
よ
れ
ぱ
、
商
品
論
に
お
い
て
は
、
プ
ル
ク
ス
が
お
こ
な
っ
て
い
る

よ
う
に
生
産
や
労
働
を
論
じ
て
は
た
ら
な
い
。
　
「
流
通
形
態
」
と
し
て

の
商
品
・
貨
幣
・
資
本
の
展
開
の
の
ち
に
は
じ
め
て
、
流
通
形
態
に
よ

る
生
産
過
程
の
包
摂
把
握
と
し
て
、
第
二
節
生
産
論
が
論
ぜ
ら
れ
る
の

で
あ
る
。

　
こ
の
き
わ
め
て
独
ｎ
た
方
法
、
商
品
・
貨
幣
・
費
本
ぱ
生
産
輪
に
さ
き

だ
っ
て
、
流
通
形
態
と
し
て
論
じ
な
げ
れ
ぼ
な
ら
な
い
と
い
う
主
張
は
、

い
か
な
る
理
由
、
根
拠
に
も
と
づ
く
も
の
か
。
こ
の
点
の
分
析
的
・
批



判
的
検
討
に
佐
藤
氏
の
考
察
は
し
ぼ
ら
れ
て
ゆ
く
。

　
仙
不
カ
テ
ィ
ウ
な
理
山
　
　
マ
ル
ク
ス
批
判

　
マ
ル
ク
ス
の
商
品
論
の
展
開
の
な
か
に
、
宇
野
氏
は
二
人
の
マ
ル
ク

ス
を
見
い
だ
す
。
す
な
わ
ち
、
価
他
実
体
論
１
１
古
典
派
価
値
論
の
残
津

に
つ
き
ま
と
わ
れ
て
い
る
マ
ル
ク
ス
、
価
値
彩
態
論
Ｈ
本
来
の
マ
ル
ク

ス
。
そ
し
て
”
古
典
派
マ
ル
ク
ス
”
を
切
除
し
て
、
商
品
論
を
本
来
の

マ
ル
ク
ス
的
た
も
の
”
「
価
他
形
態
論
」
に
「
純
化
」
す
べ
き
だ
、
と

さ
れ
る
。

　
た
し
か
に
古
典
派
を
こ
え
る
マ
ル
ク
ス
の
業
績
が
、
商
品
論
の
領
域

に
お
い
て
、
価
値
形
態
の
把
握
・
展
開
に
あ
る
こ
と
は
、
認
め
ら
れ
ね

ぱ
な
ら
な
い
。
し
か
し
そ
れ
は
、
古
典
派
の
価
他
実
休
論
を
継
承
し
つ

つ
、
ブ
ル
ジ
ョ
ア
杜
会
の
歴
史
的
把
握
を
某
礎
に
、
実
体
分
析
を
徹
底

す
る
こ
と
（
な
か
ん
づ
く
、
労
働
の
二
重
性
、
価
他
を
形
成
す
る
労
働

の
質
の
解
明
）
に
よ
っ
て
は
じ
め
て
可
能
と
な
っ
た
の
で
は
な
い
の
か
。

宇
野
氏
は
古
典
派
経
済
学
の
芯
義
、
な
ら
び
に
そ
れ
と
マ
ル
ク
ス
と
の

関
連
を
無
視
し
て
い
る
と
い
わ
ざ
る
を
え
な
い
。

　
似
ポ
シ
テ
ィ
ウ
な
理
由
　
　
そ
の
¢
、
論
理
的
説
明

　
宇
野
氏
は
、
原
理
論
の
対
象
は
「
純
粋
貰
本
主
義
」
で
あ
り
、
純
粋

資
本
主
義
か
ら
の
拙
象
と
し
て
は
商
品
・
貨
幣
・
資
本
は
、
ま
ず
も
っ

　
　
　
　
学
　
　
界
　
　
動
　
　
向

て
流
通
形
態
と
し
て
し
か
把
握
さ
れ
な
い
、
と
い
う
。
だ
が
こ
の
ぼ
あ

い
、
　
「
抽
象
」
の
仕
方
に
問
題
が
あ
ろ
う
。
賞
本
の
生
産
物
と
し
て
の

　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、

商
品
か
ら
資
本
主
義
的
生
産
関
係
を
捨
象
Ｌ
て
も
、
商
品
の
生
産
関
係

一
般
は
残
る
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
し
か
る
に
こ
の
よ
う
な
マ
ル

ク
ス
的
抽
象
を
宇
野
氏
は
、
古
典
派
の
方
法
に
堕
す
る
も
の
、
　
「
商
品

経
済
史
観
」
に
お
ち
い
る
も
の
と
し
て
排
斥
し
、
　
「
賞
本
主
義
的
生
産

関
係
の
捨
象
」
の
も
と
に
生
産
関
係
一
般
を
捨
象
し
て
、
純
粋
な
流
通

形
態
を
と
り
だ
す
。
こ
の
よ
う
な
宇
野
氏
の
抽
象
方
法
は
、
氏
特
有
の

資
本
主
義
把
握
　
　
資
本
主
義
を
流
通
形
態
が
実
体
を
包
摂
し
た
杜
会

と
と
ら
え
、
し
た
が
っ
て
流
通
形
態
こ
そ
資
本
主
義
的
関
係
の
中
心
基

軸
を
た
す
と
す
る
理
解
、
を
某
礎
と
す
る
も
の
で
あ
っ
て
、
「
流
通
彩

態
」
論
の
論
現
的
某
礎
づ
け
と
し
て
は
、
循
環
論
で
し
か
な
い
。

　
　
　
そ
の
　
、
歴
史
的
説
明

　
「
流
通
形
態
」
論
の
雁
史
的
理
山
づ
げ
と
し
て
宇
野
氏
は
、
商
品
・

貨
幣
・
賓
木
は
狩
本
主
義
以
前
の
諦
杜
会
に
も
出
理
し
、
し
た
が
っ
て

、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、

歴
史
的
に
み
て
特
定
の
生
座
関
係
と
内
的
必
然
的
な
関
係
を
も
た
な
い

「
流
通
形
態
」
で
あ
っ
た
、
と
い
わ
れ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
あ
る
い
み

で
は
あ
た
っ
て
い
る
。
だ
が
そ
の
さ
い
宇
野
氏
は
、
元
来
商
舳
が
共
同

体
と
共
同
体
の
あ
い
だ
に
、
余
剰
物
の
交
換
と
し
て
発
生
し
た
こ
と
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
五
五
　
（
一
五
五
）
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ら
、
商
品
・
貨
幣
等
が
本
来
生
産
過
程
に
た
い
し
て
外
的
・
遊
離
的
な

存
在
で
あ
る
こ
と
を
強
調
さ
れ
る
。
し
か
し
、
商
品
と
し
て
交
換
さ
れ

る
か
ぎ
り
、
そ
こ
に
商
品
の
生
産
関
係
は
存
在
Ｌ
た
と
み
る
べ
き
で
は

な
い
か
。
歴
史
的
に
は
一
〇
〇
完
の
単
純
商
品
生
産
者
は
実
在
し
な
い
。

字
野
氏
は
一
〇
〇
％
の
商
品
生
産
関
係
で
な
い
と
商
品
生
産
関
係
と
し

て
は
認
め
ら
れ
汰
い
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
な
ら
ば
賓
本
主
義
以
前
の
杜

会
に
出
班
し
た
商
品
は
商
品
で
な
か
っ
た
と
い
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。

　
以
上
に
み
た
宇
野
氏
に
よ
る
「
流
通
形
態
」
論
の
論
理
的
な
ら
び
に

歴
史
的
な
根
拠
づ
け
は
、
し
か
し
な
が
ら
、
相
互
に
矛
盾
す
る
も
の
で

あ
る
。
論
理
的
に
は
宇
野
氏
は
、
原
理
論
の
対
象
を
「
純
粋
資
木
主
義
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、

と
し
て
設
定
し
、
冒
頭
の
南
品
を
賞
本
主
義
的
商
口
…
と
規
定
さ
れ
る
。

し
か
る
に
こ
の
商
□
ｍ
が
た
ん
な
る
「
流
通
形
態
」
と
し
て
扱
わ
れ
な
け

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、

れ
ぼ
な
ら
な
い
理
由
を
、
雁
史
的
に
み
て
商
品
が
流
逝
形
態
で
あ
っ
た

こ
と
に
求
め
ら
れ
る
の
で
あ
っ
て
、
こ
れ
は
明
ら
か
に
矛
乃
と
い
う
ほ

か
な
い
。
宇
野
氏
「
原
理
論
」
に
お
け
る
〈
「
純
粋
賞
本
主
義
」
の
前

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
２
）

捉
と
「
流
迦
形
能
心
」
論
と
の
二
伜
北
Ｈ
反
〉
。

　
と
こ
ろ
で
化
藤
氏
に
よ
れ
ぼ
、
宇
野
氏
ｎ
身
に
お
い
て
は
帷
史
的
狼

拠
づ
け
の
方
が
木
来
的
・
杁
源
的
な
も
の
で
あ
っ
た
、
歴
吏
的
な
流
逝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
五
六
　
（
一
五
六
）

彩
態
に
よ
る
生
産
把
握
の
視
点
、
す
な
わ
ち
「
流
通
浸
透
視
角
」
　
（
大

島
雄
一
氏
）
と
こ
れ
に
も
と
づ
く
「
流
通
形
態
論
的
立
場
」
　
（
岡
崎
栄

松
氏
）
こ
そ
、
宇
野
理
論
の
本
来
的
見
地
を
な
す
。
そ
し
て
こ
の
見
地

を
徹
底
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
右
に
み
た
宇
野
理
論
の
内
在
的
矛
盾
、
二

律
背
反
を
打
開
し
よ
う
と
す
る
試
み
が
、
鈴
木
・
岩
田
氏
ら
の
”
新
版
”

宇
野
理
論
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
だ
が
新
版
に
せ
よ
旧
版
に
せ
よ
両
老
に

共
通
す
る
基
本
見
地
た
る
「
流
通
形
態
論
的
立
場
」
か
ら
は
、
生
産
過

程
の
展
開
の
う
ち
に
歴
史
発
展
の
某
礎
を
見
い
だ
す
マ
ル
ク
ス
経
済
学

の
基
本
観
点
が
脱
落
し
、
商
品
に
せ
よ
資
本
主
義
杜
会
そ
の
も
の
に
し

て
も
、
歴
史
発
展
の
過
程
に
お
け
る
必
然
的
な
一
産
物
、
一
段
陪
で
あ

る
こ
と
の
明
確
な
認
識
が
生
じ
え
た
い
。
要
す
る
に
歴
史
の
運
醐
が
説

明
で
き
な
い
。
し
た
が
っ
て
ま
た
、
資
本
主
義
の
変
革
・
消
減
の
必
然

性
も
経
済
学
の
論
理
の
う
ち
で
解
明
さ
れ
る
こ
と
な
く
、
た
だ
「
商
品

経
済
の
廃
棄
」
が
当
為
的
要
許
と
し
て
主
張
さ
れ
る
に
と
ど
ま
る
の
で

あ
る
。

　
以
上
の
佐
藤
氏
の
報
作
に
つ
い
て
は
、
¢
宇
野
理
論
に
お
い
て
杜
会

主
義
維
済
学
は
ど
の
よ
う
に
扱
わ
れ
る
の
か
、
　
宇
野
理
論
の
秋
概
的

意
義
は
ど
の
点
に
あ
る
か
、
の
二
点
に
っ
い
て
、
貫
疑
が
か
わ
さ
れ
た
。

　
（
ユ
）
　
直
按
宇
野
理
論
に
批
判
的
に
閑
説
し
た
氏
の
論
榊
と
し
て
、



　
　
次
の
も
の
が
あ
る
。

　
　
「
独
占
資
本
分
析
の
方
法
を
め
ぐ
っ
て
」
（
『
経
済
評
論
』
一
九
六

　
　
　
〇
年
一
月
臨
時
増
刊
号
）

　
　
「
書
評
・
宇
野
弘
蔵
著
『
マ
ル
ク
ス
経
済
学
原
理
論
の
研
究
』
」

　
　
　
（
『
思
想
』
一
九
六
〇
年
二
一
月
号
）

　
　
「
経
済
学
体
系
に
お
げ
る
論
理
的
展
開
と
歴
史
的
発
展
」
（
『
経
済

　
　
　
評
論
』
一
九
六
二
年
二
一
月
号
）

　
　
「
『
貨
幣
の
資
本
へ
の
転
化
』
の
論
理
と
歴
史
　
　
　
宇
野
弘
蔵
教

　
　
　
授
の
所
説
に
よ
せ
て
　
　
」
　
（
一
橋
大
『
経
済
研
究
』
一
四
巻

　
　
　
三
号
、
一
九
六
三
年
七
月
）

　
　
「
学
界
展
望
・
マ
ル
ク
ス
経
済
学
の
彩
成
・
『
資
本
論
』
成
立
史

　
　
　
を
め
ぐ
っ
て
」
（
『
経
済
学
史
学
会
年
報
』
第
二
号
、
一
九
六
四

　
　
　
年
一
一
月
）

　
（
２
）
　
『
経
済
研
究
』
一
四
巻
三
号
、
二
二
ニ
ベ
ー
ジ
。

　
　
　
　
　
　
　
四

　
研
究
会
の
席
で
は
時
間
的
制
約
も
あ
っ
て
十
分
つ
っ
こ
ん
だ
討
論
は

お
こ
な
わ
れ
た
か
っ
た
が
、
田
中
・
佐
藤
両
氏
の
報
告
は
、
プ
レ
ハ
ー

ノ
フ
、
宇
野
理
論
と
対
象
を
異
に
し
な
が
ら
も
、
共
通
し
て
一
つ
の
根

本
的
な
間
趣
提
起
を
背
後
に
ひ
そ
め
て
い
る
。

　
田
中
氏
は
、
レ
ー
ニ
ン
を
正
統
マ
ル
ク
ス
主
義
の
唯
一
の
基
準
と
し
、

こ
れ
に
よ
っ
て
プ
レ
ハ
ー
ノ
フ
（
の
み
な
ら
ず
諾
思
想
一
般
）
を
裁
断

　
　
　
　
学
　
　
界
　
　
動
　
　
向

す
る
ソ
ビ
ェ
ト
・
マ
ル
ク
ス
主
義
の
方
法
を
批
判
し
て
、
プ
レ
ハ
ー
ノ

フ
た
り
の
「
正
統
マ
ル
ク
ス
主
義
」
の
意
義
の
再
検
討
を
提
唱
さ
れ
た
。

佐
藤
氏
は
、
宇
野
氏
「
原
理
論
」
の
内
部
矛
盾
と
そ
の
基
礎
を
解
明
し

て
、
マ
ル
ク
ス
経
済
学
が
い
か
に
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
か
を
明
ら
か
に

さ
れ
た
。

　
で
は
、
マ
ル
ク
ス
主
義
・
マ
ル
ク
ス
経
済
学
と
は
本
来
な
に
か
、
ま

た
い
か
に
あ
る
べ
き
か
。
プ
ル
ク
ス
主
義
・
マ
ル
ク
ス
経
済
学
に
お
げ

る
「
正
統
」
の
某
準
は
何
か
。
－
こ
の
問
題
に
つ
い
て
、
両
氏
の
報

告
な
ら
び
に
最
近
の
学
界
・
思
想
界
に
お
け
る
宇
野
理
論
批
判
を
手
が

か
り
と
し
て
、
若
干
の
考
察
を
試
み
た
い
。

　
　
　
　
　
　
１

　
さ
い
き
ん
の
わ
が
困
マ
ル
ク
ス
経
済
学
界
の
、
経
済
学
の
方
法
と
体

系
に
関
連
す
る
諾
研
究
・
諦
論
議
は
、
直
接
閉
按
に
宇
野
珊
論
を
め
ぐ

っ
て
お
こ
な
わ
れ
て
い
る
と
い
っ
て
も
逃
“
．
口
で
は
な
い
。
そ
の
さ
い
主

た
る
…
…
趣
点
は
二
つ
に
大
別
で
ぎ
る
。
す
な
わ
ち
、
…
経
済
学
体
系
に

お
げ
る
論
理
と
歴
吏
の
関
連
、
閉
マ
ル
ク
ス
主
義
に
お
げ
る
忠
想
と
科

学
、
理
論
と
実
践
の
関
連
。
こ
の
二
つ
の
…
胆
は
柵
互
に
密
接
な
内
的

連
係
を
も
つ
も
の
で
あ
る
が
、
岡
崎
栄
松
氏
、
佐
藤
金
三
郎
氏
の
宇
野

批
判
、
宇
野
学
派
の
内
部
分
裂
、
「
貨
幣
の
資
本
へ
の
松
化
」
に
か
ん
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
五
七
　
（
一
五
七
）



　
　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
十
五
巻
・
箒
一
号
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
、
　
、
　
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
１
）

る
一
連
の
論
争
等
は
、
主
と
し
て
旧
の
問
題
を
め
ぐ
っ
て
の
も
の
で
あ

り
、
他
面
吻
の
問
題
に
か
ん
し
て
は
、
黒
田
寛
一
、
梅
本
克
己
氏
ら
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
２
）

よ
っ
て
、
す
る
ど
い
間
題
解
明
が
お
こ
な
わ
れ
て
き
た
。
　
『
思
想
』
誌

上
（
一
九
六
六
年
一
月
号
・
二
月
号
）
に
お
げ
る
宇
野
・
梅
本
氏
の
対

談
「
杜
会
科
学
と
弁
証
法
」
は
、
こ
れ
ら
の
問
題
点
、
と
く
に
似
の
点

に
つ
い
て
、
問
題
の
所
在
を
浮
ぎ
ぽ
り
に
し
て
い
て
ぎ
わ
め
て
興
味
ぶ

か
い
。

　
（
１
）
　
岡
崎
栄
松
氏
の
宇
野
批
判

　
　
　
「
価
値
論
の
方
法
に
か
ん
す
る
一
考
察
」
（
『
経
済
評
論
』
　
一
九

　
　
　
　
五
九
年
四
月
号
）

　
　
　
「
商
品
諭
の
展
開
方
法
に
つ
い
て
」
（
『
経
済
評
論
』
　
一
九
六
一

　
　
　
　
年
八
月
号
）
。

　
　
宇
野
学
派
の
内
部
分
裂
を
典
型
的
に
示
す
文
献
と
し
て
、

　
　
鈴
木
鴻
一
郎
「
帝
国
主
義
諭
と
原
理
論
」
　
（
脇
村
教
授
還
暦
記
念

　
　
　
論
文
集
１
『
世
果
経
済
分
析
」
升
波
苫
店
一
九
六
二
年
所
収
）

　
　
岩
田
弘
『
世
界
費
本
主
義
」
　
（
未
来
杜
一
九
六
四
年
）

　
　
東
大
『
経
済
学
論
集
」
二
九
巻
三
号
（
一
九
六
三
年
一
〇
月
）
所

　
　
　
収
の
武
旧
陸
夫
「
原
理
論
と
帝
国
主
義
論
」
、
お
よ
び
シ
ム
ポ

　
　
　
ジ
ウ
ム
「
帝
同
主
義
論
と
原
理
論
を
め
ぐ
っ
て
」

　
　
大
内
秀
明
『
価
値
諭
の
形
成
』
　
（
東
大
川
版
会
一
九
六
四
年
）
、
と

　
　
　
く
に
序
論
第
二
葦
第
二
節
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
五
八
　
（
一
五
八
）

　
「
貨
幣
の
資
本
へ
の
転
化
」
論
争
に
つ
い
て
は
、
さ
し
あ
た
り
、

　
前
掲
佐
蕨
金
三
郎
氏
の
『
経
済
評
論
』
一
九
六
二
年
二
一
月
号
、

　
　
お
よ
び
『
経
済
学
史
学
会
年
報
』
第
二
号
に
所
収
の
論
文
、
お

　
　
よ
び

　
大
島
雄
一
「
怖
他
理
論
と
資
本
理
論
１
〈
貨
幣
の
寮
本
へ
の
転
化
Ｖ

　
　
論
争
に
よ
せ
て
１
」
Ｈ
Ｏ
（
糸
大
『
経
済
科
学
』
一
一
巻
一
号

　
　
・
二
号
、
一
九
六
四
年
一
月
・
一
二
月
）
、
参
照
。

　
以
上
の
ほ
か
、
論
理
と
歴
史
の
問
題
を
め
ぐ
る
宇
野
批
判
と
し
て

　
注
目
す
べ
き
も
の
に
、

　
堀
江
英
一
『
産
業
資
本
主
義
の
構
遣
理
論
』
　
（
有
斐
閣
一
九
六
〇

　
　
年
）

　
見
田
石
介
『
資
本
論
の
方
法
』
　
（
弘
文
堂
一
九
六
三
年
）

　
吉
村
達
次
「
資
本
主
義
の
逃
動
法
則
に
お
け
る
論
理
的
な
も
の
と

　
　
歴
史
的
た
も
の
」
Ｈ
－
四
（
京
大
『
経
済
諭
叢
』
八
四
巻
五
号

　
　
－
八
七
巻
四
号
、
一
九
五
九
年
一
一
月
－
一
九
六
一
年
四
月
）

　
大
島
雄
一
「
経
済
学
体
系
と
資
本
王
義
　
　
い
わ
ゆ
る
宇
野
理
論

　
　
へ
の
一
批
判
　
　
」
Ｈ
Ｏ
（
糸
大
『
経
済
科
学
』
八
巻
四
号
・

　
　
九
巻
一
号
、
　
一
九
六
一
年
六
月
・
八
月
）
。

（
２
）
　
呆
旧
寛
一
『
宇
野
経
済
学
方
法
諭
批
判
」
　
（
視
代
忠
潮
杜
一

　
　
九
六
二
年
）

　
梅
本
克
己
『
マ
ル
ク
ス
主
蒲
に
お
け
る
…
心
愁
と
科
学
」
　
（
三
一
乃

　
　
房
一
九
六
四
年
）
第
１
、
舳
女
　
　
以
下
一
、
〃
恕
と
利
学
」
と
略

　
　
称
す
る
。



梅
本
・
佐
藤
昇
・
丸
山
真
男
『
現
代
目
本
の
革
新
思
想
』
　
（
河
出

　
書
房
一
九
六
六
年
）
第
二
部
の
「
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
と
科
学
」
ｌ

　
１
以
下
『
革
新
思
想
』
と
略
称
す
る
。

な
お
、
直
接
宇
野
理
論
の
批
判
に
あ
て
ら
れ
た
も
の
で
は
な
い
が
、

次
の
諸
論
稿
は
こ
の
問
題
を
考
え
る
に
さ
い
し
て
逸
す
る
こ
と
の

で
き
な
い
も
の
で
あ
る
。

梯
明
秀
『
へ
ー
ゲ
ル
哲
学
と
資
本
論
』
（
未
来
杜
一
九
五
九
年
）

　
『
経
済
哲
学
原
理
』
　
（
日
本
評
論
杜
一
九
六
二
年
）

杉
原
四
郎
『
マ
ル
ク
ス
経
済
学
の
形
成
』
（
未
来
杜
一
九
六
四
年
）

　
「
マ
ル
ク
ス
の
経
済
本
質
論
に
関
す
る
一
考
察
」
　
（
関
大
『
経

　
　
済
論
集
』
二
二
巻
一
・
二
号
、
一
九
六
三
年
六
月
）

　
「
マ
ル
ク
ス
の
労
働
観
に
関
す
る
一
考
察
」
　
（
一
橋
大
『
経
済

　
　
研
究
』
ニ
ハ
巻
一
号
、
一
九
六
五
年
一
月
）

大
塚
久
雄
「
杜
会
科
学
の
方
法
－
ヴ
ェ
ー
バ
ー
と
マ
ル
ク
ス
ー
」

　
（
岩
波
『
図
書
』
、
一
九
六
四
年
一
〇
月
－
一
九
六
五
年
四
月
）

　
　
　
　
　
　
２

　
と
こ
ろ
で
、
佐
藤
氏
が
そ
の
報
告
で
焦
点
を
あ
て
ら
れ
た
○
ｏ
の
閉
題

　
　
く
論
理
と
歴
史
Ｖ
　
　
に
つ
い
て
も
、
こ
の
間
題
を
全
面
的
に
解

明
す
る
た
め
に
は
、
と
う
し
て
も
閉
の
閉
題
　
　
く
思
想
と
科
学
Ｖ
Ｉ

ー
が
深
め
ら
れ
な
け
れ
ぼ
な
ら
な
い
よ
う
に
私
に
は
思
わ
れ
る
。
岡
崎

氏
が
宇
野
氏
の
価
他
論
・
商
品
論
の
方
法
を
枚
討
し
て
、
そ
こ
に
「
理

　
　
　
　
学
　
　
界
　
　
動
　
　
向

論
的
構
成
の
首
尾
一
貫
性
」
の
欠
如
　
　
　
端
緒
的
商
品
を
一
方
で
は

「
資
本
主
義
的
生
産
関
係
の
中
心
基
軸
と
で
も
い
う
べ
き
も
の
を
純
粋

に
表
示
す
る
」
資
本
主
義
的
商
品
と
正
し
く
と
ら
え
な
が
ら
、
他
方
そ

れ
を
歴
史
上
の
単
純
商
品
に
も
共
通
す
る
た
ん
な
る
「
流
通
形
態
」
に

解
消
し
て
、
「
流
通
論
」
に
は
じ
ま
る
「
原
理
論
」
体
系
を
構
成
し
て
い

る
こ
と
　
　
を
内
在
的
に
摘
出
・
批
判
さ
れ
た
こ
と
、
さ
ら
に
佐
藤
氏

が
、
こ
の
点
を
う
げ
つ
い
で
く
「
純
粋
資
本
主
義
」
の
前
提
と
「
流
通

彩
態
」
論
と
の
二
律
背
反
Ｖ
と
一
般
的
に
定
式
化
さ
れ
た
上
で
、
体
系

と
し
て
の
「
三
段
階
論
」
に
で
は
な
く
そ
の
基
礎
を
た
す
方
法
的
見
地

　
　
「
流
通
浸
透
視
角
」
「
形
態
論
的
立
場
」
に
宇
野
理
論
の
根
本
特
質

が
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
さ
れ
、
そ
の
か
ぎ
り
「
三
段
階
論
」
を
め
ぐ

る
宇
野
学
派
の
「
内
部
分
裂
」
も
、
同
一
見
地
の
「
内
部
」
で
の
分
裂
、

む
し
ろ
根
本
特
質
の
微
底
・
純
化
に
ほ
か
な
ら
な
い
こ
と
を
明
確
に
さ

れ
た
こ
と
は
、
き
わ
め
て
重
要
な
成
災
で
あ
っ
た
。
そ
こ
で
問
題
は
、

一
歩
す
す
め
て
、
〈
前
尾
一
貰
性
の
欠
如
Ｖ
〈
二
伜
背
反
Ｖ
の
発
生
根

拠
、
　
つ
ま
り
　
「
流
通
形
態
論
的
立
場
」
そ
れ
白
体
の
成
立
根
拠
と
そ

の
意
義
の
追
究
に
む
か
わ
ね
ぼ
な
る
ま
い
。
も
と
も
と
宇
野
氏
の
体
系

と
方
法
の
出
発
点
は
、
周
知
の
よ
う
に
、
独
占
資
本
と
帝
国
主
義
の
現

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
五
九
　
（
一
五
九
）



　
　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
策
十
五
巻
・
第
一
号
）

段
階
に
お
い
て
、
た
ん
な
る
マ
ル
ク
ス
解
釈
に
と
ど
ま
ら
な
い
で
マ
ル

ク
ス
経
済
学
を
い
か
に
理
論
的
に
発
展
・
展
開
す
る
か
、
そ
の
方
法
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、

究
明
に
あ
っ
た
の
で
あ
り
（
そ
し
て
こ
の
問
題
意
識
こ
そ
、
の
ち
に
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、

述
べ
る
よ
う
に
、
宇
野
理
論
に
お
け
る
唯
一
の
積
極
的
な
も
の
と
私
は

考
え
る
）
、
し
た
が
っ
て
宇
野
理
論
の
批
判
的
検
討
は
、
宇
野
氏
の
方

法
・
理
論
が
マ
ル
ク
ス
の
そ
れ
と
異
な
る
こ
と
の
一
般
的
確
認
に
と
ど

ま
っ
て
い
て
は
な
ら
た
い
こ
と
は
も
と
よ
り
、
宇
野
理
論
に
お
け
る
内

部
矛
盾
、
二
律
背
反
の
摘
出
か
ら
、
さ
ら
に
す
す
ん
で
、
そ
の
内
部
矛

盾
が
な
ぜ
生
ず
る
の
か
、
そ
の
基
礎
を
な
す
「
流
通
彩
態
論
的
見
地
」

は
い
か
な
る
思
想
的
・
認
識
論
的
立
場
に
成
立
し
、
そ
し
て
ど
の
よ
う

た
意
義
を
も
つ
の
か
、
と
い
っ
た
こ
と
が
、
究
明
さ
れ
な
げ
れ
ぼ
な
ら

な
い
で
あ
ろ
う
。
こ
の
こ
と
は
、
マ
ル
ク
ス
主
義
の
全
思
想
体
系
に
た

い
す
る
宇
野
氏
の
態
度
・
理
解
を
検
討
す
る
こ
と
に
ほ
か
な
ら
な
い
。

　
　
　
　
　
　
３

　
か
く
て
問
題
は
、
似
マ
ル
ク
ス
主
義
体
系
に
お
げ
る
思
想
と
科
学
、

理
論
と
実
践
の
関
連
の
問
題
に
移
行
す
る
。
そ
し
て
こ
の
間
題
視
角
を

正
面
に
す
え
た
梅
本
克
己
氏
の
宇
野
批
判
は
、
ま
こ
と
に
注
目
す
べ
き

も
の
で
あ
る
。
な
る
ほ
ど
こ
の
間
題
視
角
か
ら
宇
野
理
論
に
お
げ
る
思

と
想
科
学
、
理
論
と
実
践
の
分
離
を
つ
く
批
判
は
、
こ
れ
ま
で
も
く
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
六
〇
　
（
一
六
〇
）

か
え
し
お
こ
な
わ
れ
て
き
た
。
だ
が
梅
本
氏
の
ぼ
あ
い
、
マ
ル
ク
ス
主

義
に
お
け
る
「
三
源
泉
・
三
構
成
部
分
」
．
（
レ
ー
ニ
ソ
）
の
統
一
の
論

理
構
造
、
氏
の
こ
と
ぱ
で
い
え
ぼ
「
政
治
と
哲
学
と
科
学
と
の
三
位
一

体
」
の
論
理
構
造
に
た
い
す
る
、
な
ら
び
に
マ
ル
ク
ス
主
義
の
思
想
と

哲
学
に
た
い
す
る
、
氏
の
深
い
洞
察
に
基
礎
を
お
く
も
の
で
あ
る
た
め

に
、
宇
野
理
論
と
の
根
底
的
な
対
決
と
な
っ
て
い
る
。
と
く
に
梅
本
氏

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
　
、
　
　
、
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、

の
指
摘
さ
れ
る
、
宇
野
理
論
に
お
げ
る
「
認
識
主
体
の
弁
証
法
」
の
欠

如
　
　
と
い
う
よ
り
も
、
氏
の
い
わ
れ
る
内
容
を
ヨ
リ
適
確
に
表
現
す

　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、

れ
は
、
主
体
・
客
体
の
弁
証
法
の
欠
如
　
　
こ
そ
、
宇
野
理
論
の
は
ら

む
問
題
性
の
根
本
を
つ
く
も
の
で
あ
り
、
あ
ら
ゆ
る
宇
野
経
済
学
批
判

が
有
効
た
り
う
る
た
め
の
基
礎
を
提
供
す
る
も
の
と
、
私
は
考
え
る
。

　
氏
は
、
宇
野
経
済
学
を
、
い
わ
ゆ
る
「
三
位
一
体
」
の
内
的
構
造
へ

の
反
省
を
欠
い
た
「
未
分
化
状
態
」
か
ら
生
ず
る
卑
俗
た
政
治
主
義
や

イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
主
義
（
典
型
ー
ス
タ
ー
リ
ン
主
義
）
に
抵
抗
し
て
、

「
マ
ル
ク
ス
主
義
哲
学
本
来
の
立
場
に
立
っ
て
…
科
学
的
認
識
の
科
学

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
１
）

性
を
ま
も
ろ
う
と
し
た
…
も
っ
と
も
す
ぐ
れ
た
実
例
」
、
「
国
際
的
汰
水

準
か
ら
い
っ
て
も
そ
の
問
題
芯
識
と
そ
の
体
系
化
の
成
呆
に
お
い
て
は

　
　
　
　
　
　
（
２
）

群
を
ぬ
い
て
い
る
」
も
の
と
し
て
、
高
く
評
価
さ
れ
る
。
氏
に
よ
れ
ぼ
、

字
野
経
済
学
の
理
論
体
系
が
「
思
想
的
基
軸
を
欠
い
て
い
る
」
と
い
う



こ
と
は
で
き
な
い
。
む
し
ろ
マ
ル
ク
ス
主
義
経
済
学
の
思
想
的
核
心
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
３
）

た
る
も
の
を
「
事
実
と
し
て
は
前
提
し
て
」
い
る
。
し
か
し
、
　
「
主
観

的
に
そ
の
よ
う
な
価
値
意
識
を
前
提
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
と
、
こ
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、

前
提
を
そ
の
認
識
体
系
の
論
理
の
な
か
に
内
面
化
し
て
い
る
か
ど
う
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
４
）

と
い
う
こ
と
と
は
、
別
の
問
題
」
な
の
で
あ
っ
て
（
こ
の
指
摘
は
き
わ

め
て
重
要
！
）
、
宇
野
理
論
の
ぱ
あ
い
、
価
値
と
存
在
、
思
想
と
科
学
、

理
論
と
実
践
、
論
理
と
歴
史
の
結
合
を
そ
れ
な
り
に
志
向
し
な
が
ら
、

　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、

し
か
も
そ
れ
ら
の
内
面
的
結
合
の
論
理
を
も
た
た
い
た
め
に
、
そ
れ
ど

こ
ろ
か
「
結
合
の
論
理
そ
の
も
の
を
対
象
化
す
と
い
う
問
題
意
識
」
そ

　
　
　
　
　
　
（
５
）

の
も
の
が
「
除
外
」
さ
れ
て
い
る
た
め
に
、
も
っ
ぱ
ら
　
「
分
離
の
論

理
」
　
「
区
別
の
論
理
」
に
終
始
し
て
お
り
、
し
た
が
っ
て
、
　
「
結
合
」

は
外
的
な
移
行
・
依
存
関
係
（
思
想
か
ら
科
学
へ
、
論
理
か
ら
歴
史
へ
、

理
論
か
ら
実
践
へ
）
に
解
消
さ
れ
て
い
る
。
　
「
経
済
学
の
理
論
と
変
革

の
思
想
と
の
関
係
も
、
理
論
体
系
内
部
に
結
節
点
を
も
っ
こ
と
が
で
き

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
６
）

な
い
か
ら
、
ど
う
し
て
も
外
的
な
関
係
で
結
び
つ
く
ほ
か
な
い
」
。

「
〈
実
践
Ｖ
は
、
三
段
階
論
の
ど
こ
に
も
内
的
な
必
然
性
を
も
っ
て
位

置
づ
け
ら
れ
て
は
い
な
い
。
実
践
は
き
わ
め
て
狭
い
意
味
で
の
政
治
的

実
践
に
眼
定
さ
れ
た
上
で
、
単
に
く
現
状
分
析
Ｖ
が
生
み
だ
す
理
論
と

外
的
に
結
合
す
る
こ
と
を
要
求
さ
れ
る
だ
け
で
、
そ
の
要
求
の
内
的
必

　
　
　
　
学
　
　
界
　
　
動
　
　
向

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
７
）

然
性
は
こ
の
原
理
体
系
の
ど
こ
に
も
な
い
」
。

　
こ
れ
は
き
わ
め
て
鋭
く
、
か
つ
正
し
い
分
析
で
あ
る
。
だ
が
そ
う
だ

と
す
れ
ば
、
　
　
宇
野
理
論
に
お
い
て
は
哲
学
・
科
学
・
実
践
の
三
契

機
が
分
断
さ
れ
外
的
に
結
合
さ
れ
る
だ
け
で
、
内
面
的
結
合
の
論
理
が

欠
落
し
て
い
る
と
す
れ
ば
、
そ
れ
は
「
マ
ル
ク
ス
主
義
哲
学
本
来
の
立

場
に
立
つ
」
も
の
と
は
い
え
な
い
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

　
（
１
）
　
『
革
新
思
想
』
二
六
六
－
七
べ
－
ジ
。

　
（
２
）
　
『
思
想
と
科
学
』
三
八
ぺ
ー
ジ
。

　
（
３
）
　
『
革
新
思
想
』
二
六
七
ぺ
ー
ジ
。
ま
た
、
　
『
思
想
と
科
学
』

　
　
一
〇
八
べ
ー
シ
　
　
「
宇
野
経
済
学
に
よ
る
原
理
論
は
、
資
本
制

　
　
杜
会
に
お
い
て
は
人
問
的
労
働
は
そ
の
商
品
形
態
に
お
い
て
全
く

　
　
転
倒
さ
れ
た
形
に
お
い
て
実
玩
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
そ
し
て
こ
の

　
　
杜
会
は
こ
の
転
倒
を
正
す
べ
き
原
理
を
そ
れ
自
身
の
内
に
も
っ
て

　
　
い
た
い
こ
と
を
あ
き
ら
か
に
し
た
も
の
で
あ
り
、
そ
の
点
で
は
資

　
　
本
論
の
意
図
を
純
粋
に
継
承
し
て
い
る
」
。

　
（
４
）
　
『
思
想
と
科
学
』
一
〇
八
べ
－
ジ
。
傍
点
は
引
用
者
。

　
（
５
）
　
『
革
新
思
想
』
二
七
六
ぺ
ー
ジ
。

　
（
６
）
　
『
革
新
思
想
』
二
七
ニ
ペ
ー
ジ
。

　
（
７
）
　
『
思
想
と
科
学
』
八
九
べ
ー
ジ
。

　
　
　
佐
藤
金
三
郎
氏
の
次
の
桁
摘
も
参
照
さ
る
べ
き
で
あ
る
。

　
　
「
字
野
教
授
の
〈
三
段
陪
諭
〉
・
は
、
　
一
般
に
は
マ
ル
ク
ス
主
義
の

　
　
核
心
を
な
す
論
理
と
歴
吏
、
理
論
と
尖
践
と
の
統
一
を
ひ
き
は
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ニ
ハ
一
　
（
ニ
ハ
一
）
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す
も
の
と
し
て
批
判
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
枇
判
は
、
基
本
的
に
正

　
　
し
い
も
の
と
考
え
る
。
げ
れ
ど
も
…
よ
り
正
確
に
い
え
ぱ
、
教
授

　
　
の
く
三
段
階
論
Ｖ
は
、
論
理
と
歴
史
、
理
論
と
実
践
の
そ
れ
ぞ
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
　
　
　
　
　
　
、

　
　
両
者
を
あ
ら
か
じ
め
峻
別
し
た
う
え
で
、
論
理
か
ら
歴
史
へ
の
、

　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、

　
　
理
論
か
ら
実
践
へ
の
段
階
的
接
近
を
め
ざ
す
も
の
と
い
う
こ
と
が

　
　
で
き
よ
う
。
」
　
（
『
思
想
』
　
一
九
六
〇
年
一
二
月
号
、
　
一
五
四
－
五

　
　
ぺ
－
ジ
。
）

　
　
　
　
　
　
４

　
マ
ル
ク
ス
主
義
が
い
わ
ゆ
る
「
三
源
泉
」
の
「
継
承
・
完
成
」
　
（
レ

ー
ニ
ソ
）
に
成
立
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
は
、
一
般
に
認
め
ら
れ
て
き

た
。
宇
野
氏
も
こ
の
点
で
は
例
外
で
は
な
い
。
だ
が
問
題
の
核
心
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、

こ
の
「
三
つ
の
構
成
部
分
」
の
統
一
の
論
理
構
造
、
　
「
三
位
一
体
」
の

、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、

結
合
原
理
を
い
か
に
把
握
す
る
か
に
あ
る
。
端
的
に
い
っ
て
、
　
『
資
本

論
』
が
徹
底
的
・
根
底
的
な
「
経
済
学
批
判
１
ー
ブ
ル
ジ
ヨ
ァ
経
済
体
制

の
批
判
」
で
あ
り
え
て
い
る
の
は
、
ま
た
そ
う
で
し
か
あ
り
え
な
い
の

は
、
ど
の
よ
う
な
論
理
的
根
拠
に
も
と
づ
く
も
の
で
あ
る
か
。
こ
の
問

い
に
た
い
し
て
梅
本
氏
は
、
次
の
よ
う
な
解
答
の
基
本
線
を
与
え
て
お

ら
れ
る
。
　
　
フ
ル
ソ
ヨ
ァ
杜
会
へ
の
批
判
か
根
昧
的
て
あ
る
た
め
に

は
、
　
「
一
定
の
歴
史
観
に
も
と
づ
い
た
価
価
基
準
の
定
立
」
が
な
け
れ

ぼ
な
ら
ぬ
。
マ
ル
ク
ス
は
「
人
問
と
労
働
と
の
本
質
的
関
係
」
を
核
心

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ニ
ハ
ニ
　
（
ニ
ハ
ニ
）

と
す
る
唯
物
史
観
に
よ
っ
て
「
ト
ー
タ
ル
な
人
問
像
」
を
定
立
し
、
こ

れ
を
「
指
導
力
」
と
し
て
資
本
主
義
杜
会
の
「
本
質
的
分
析
」
を
お
こ

な
う
と
と
も
に
、
他
面
後
者
に
よ
っ
て
か
れ
の
人
問
把
握
に
科
学
的
基

　
　
　
　
　
　
（
１
）

礎
づ
げ
を
与
え
た
。
マ
ル
ク
ス
に
よ
る
経
済
学
批
判
は
、
　
「
そ
の
本
質

に
お
い
て
、
ブ
ル
ジ
ョ
ァ
杜
会
に
お
け
る
人
間
的
疎
外
に
た
い
す
る
全

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
２
）

人
間
史
を
背
景
と
し
た
哲
学
的
把
握
を
指
導
力
と
し
て
い
る
」
の
で
あ

っ
て
、
こ
の
意
味
で
「
人
問
の
白
己
疎
外
と
そ
の
回
復
と
い
う
こ
と
が
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
３
）

マ
ル
ク
ス
主
義
を
一
貫
し
て
つ
ら
ぬ
く
思
想
的
根
幹
」
で
あ
る
。
で
は

こ
の
よ
う
次
、
歴
史
観
・
人
間
観
と
経
済
学
１
１
経
済
体
制
批
判
と
の
、

理
論
的
批
判
と
実
践
的
批
判
と
の
内
的
結
合
は
、
ど
の
よ
う
な
場
に
お

い
て
成
立
す
る
か
。
ブ
ル
ジ
ョ
ァ
杜
会
と
そ
こ
に
お
げ
る
人
問
疎
外
に

た
い
す
る
実
践
的
批
判
的
友
「
価
値
意
識
」
、
こ
の
認
識
の
　
「
実
践
的

契
機
」
は
、
い
か
に
し
て
認
識
体
系
の
論
理
そ
の
も
の
の
な
か
に
「
内

面
化
」
さ
れ
う
る
の
か
。
こ
の
問
題
は
、
マ
ル
ク
ス
主
義
に
お
け
る
認

識
の
主
体
と
対
象
の
構
遣
、
認
識
の
始
元
の
構
造
を
問
う
こ
と
に
ほ
か

な
ら
な
い
。
梅
本
氏
に
よ
れ
ぼ
、
マ
ル
ク
ス
主
義
的
認
識
の
主
体
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
４
）

「
人
問
否
認
が
遂
行
さ
れ
る
集
約
点
」
と
し
て
の
プ
ロ
レ
タ
リ
ァ
ー
ト
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
５
）

「
自
己
自
身
の
外
化
で
あ
る
商
口
ｍ
と
む
か
い
あ
っ
て
い
る
労
働
老
」
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
６
）

あ
り
、
労
働
者
の
対
象
否
定
Ｈ
白
己
否
定
の
「
実
践
的
感
件
」
こ
そ
、



認
識
の
始
元
を
な
す
。
こ
れ
は
、
そ
れ
自
体
と
し
て
は
即
自
的
．
主
観

的
な
始
元
で
は
あ
ろ
う
。
だ
が
、
こ
の
「
実
践
的
感
性
」
の
場
に
お
い

て
、
　
「
人
問
と
労
働
と
の
本
質
的
関
係
」
が
、
そ
し
て
そ
れ
を
指
導
力

と
す
る
経
済
学
批
判
が
追
究
・
展
開
さ
れ
え
た
の
で
あ
り
、
そ
し
て
他

面
、
そ
の
成
果
と
し
て
の
理
論
的
・
体
系
的
認
識
に
よ
っ
て
、
出
発
点

と
し
て
の
認
識
の
実
践
的
始
元
そ
の
も
の
の
客
観
性
・
歴
史
的
必
然
性

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
７
）

が
証
明
さ
れ
た
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
た
、
そ
れ
白
体
資
本
主
義
の

歴
史
的
運
動
に
よ
っ
て
う
み
だ
さ
れ
る
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
の
「
実
践

的
感
性
」
を
始
元
と
し
エ
レ
メ
ン
ト
と
し
つ
つ
、
対
象
認
識
に
よ
っ
て

始
元
そ
の
も
の
の
客
観
性
・
必
然
性
を
根
拠
づ
け
て
い
く
円
環
的
過
程
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
８
）

「
人
問
の
意
識
と
現
実
と
の
相
互
貫
徹
の
過
程
」
と
し
て
の
弁
託
法
、

こ
れ
こ
そ
、
　
「
人
問
の
白
己
疎
外
と
そ
の
止
揚
」
を
思
想
的
根
幹
と
す

る
マ
ル
ク
ス
主
義
体
系
の
、
内
而
的
結
合
の
論
理
に
ほ
か
な
ら
な
い
。

　
以
上
の
梅
本
氏
の
所
論
に
は
、
若
干
の
問
題
点
が
た
い
わ
け
で
は
な

（
注
）い
。
し
か
し
そ
こ
に
は
、
マ
ル
ク
ス
主
義
の
「
三
位
一
体
」
の
論
理
構

迭
が
、
そ
れ
を
成
立
せ
し
め
る
認
識
論
的
根
拠
の
問
越
に
ま
で
ほ
り
さ

げ
て
　
　
こ
れ
な
し
に
「
統
一
」
　
「
結
合
」
を
い
っ
て
も
、
そ
れ
は
た

ん
な
る
フ
ラ
ー
セ
に
と
と
ま
る
　
　
き
わ
め
て
適
確
に
と
ら
え
ら
れ
て

い
る
と
い
っ
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

　
　
　
　
学
　
　
界
　
　
動
　
　
向

　
か
つ
て
ル
カ
ー
チ
は
、
マ
ル
ク
ス
主
義
か
ら
哲
学
・
世
界
観
の
問
題

を
排
除
し
、
理
論
そ
の
も
の
に
内
在
す
る
実
践
の
契
機
を
消
去
し
て
、

マ
ル
ク
ス
主
義
経
済
学
を
（
の
み
な
ら
ず
唯
物
史
観
を
も
）
個
別
科
学

・
実
旺
科
学
に
解
消
し
よ
う
と
し
た
第
ニ
イ
ン
タ
ｉ
の
理
論
的
指
導
者

　
（
９
）

た
ち
へ
の
批
判
を
念
頭
に
お
い
て
、
　
「
正
統
マ
ル
ク
ス
主
義
と
は
な
に

か
」
と
い
う
閉
題
を
提
起
し
、
み
ず
か
ら
こ
れ
に
答
え
て
い
っ
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、

「
マ
ル
ク
ス
主
義
の
諾
間
題
に
お
け
る
正
統
性
は
、
も
っ
ぱ
ら
方
法
に

　
　
（
”
）

か
か
わ
る
」
と
。
こ
こ
に
い
う
「
方
法
」
は
、
い
う
ま
で
も
た
く
「
唯

物
弁
江
法
」
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
そ
し
て
唯
物
弁
証
法
の
「
本
貫
」
を

規
定
し
て
次
の
よ
う
に
書
い
て
い
る
。
　
「
唯
物
弁
証
法
は
革
命
的
弁
託

法
で
あ
る
。
…
…
こ
の
ぱ
あ
い
重
要
な
こ
と
は
、
理
論
と
実
践
の
閉
趣

で
あ
る
。
そ
れ
も
、
　
『
理
論
は
そ
れ
が
大
衆
を
と
ら
え
る
や
い
な
や
物

貫
的
力
と
な
る
』
と
い
う
意
味
に
お
い
て
だ
け
で
は
な
い
。
む
し
ろ
理

論
の
な
か
に
も
大
米
を
と
ら
え
る
仕
方
の
な
か
に
も
、
理
論
を
、
弁
江

法
的
方
法
を
革
命
の
動
輪
と
す
る
よ
う
な
契
機
や
規
定
が
見
つ
け
だ
さ

れ
ね
ぼ
な
ら
な
い
。
つ
ま
り
理
論
の
火
践
的
木
貫
が
、
理
論
お
よ
び
理

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
ｎ
）

論
と
そ
の
対
象
と
の
関
係
か
ら
腿
開
さ
れ
ね
ぱ
な
ら
な
い
」
。
　
す
た
わ

ち
、
理
論
と
実
肢
と
の
統
一
は
、
そ
れ
ぞ
れ
独
立
し
た
も
の
と
し
て
の

理
論
ど
実
践
の
柵
互
関
係
・
交
互
作
用
と
し
て
の
み
と
ら
え
ら
れ
る
べ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ニ
ハ
三
（
ニ
ハ
三
）



　
　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
十
五
巻
・
第
一
号
）

き
で
は
た
く
て
、
理
論
そ
れ
白
体
の
な
か
に
、
ま
た
対
象
・
現
実
に
た

い
す
る
理
論
の
か
か
わ
り
方
の
な
か
に
、
実
践
の
契
機
が
理
論
の
本
質

と
し
て
包
含
さ
れ
定
着
さ
れ
て
い
な
け
れ
ぼ
な
ら
な
い
。
こ
の
よ
う
な

理
論
と
実
践
と
の
内
的
統
一
、
革
命
的
弁
証
法
の
成
立
す
る
場
を
ル
カ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
１
２
）

ー
チ
は
「
プ
ロ
レ
タ
リ
ァ
ー
ト
の
立
場
」
に
も
と
め
、
そ
し
て
弁
証
法

的
方
法
の
中
心
的
規
定
、
　
「
そ
れ
な
し
に
は
弁
証
法
が
革
命
的
方
法
で

な
く
な
る
」
本
質
的
規
定
と
し
て
、
　
「
歴
史
過
程
に
お
け
る
主
体
と
客

　
　
　
　
　
　
　
　
（
１
３
）

体
と
の
弁
証
法
的
関
係
」
を
強
調
す
る
の
で
あ
る
。

　
ル
カ
ー
チ
の
こ
の
主
張
に
か
ん
す
る
か
ぎ
り
、
そ
れ
は
、
梅
本
氏
の

見
地
と
ま
っ
た
く
一
致
す
る
も
の
と
い
っ
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て

ま
た
そ
れ
は
、
基
本
的
な
問
題
視
角
と
し
て
は
、
梯
明
秀
氏
の
「
実
践

的
直
観
の
立
場
」
と
も
あ
い
通
ず
る
も
の
で
あ
る
。

　
主
と
し
て
梅
本
氏
の
所
説
を
手
が
か
り
と
し
て
お
こ
な
っ
た
以
上
の

考
察
か
ら
わ
れ
わ
れ
は
、
マ
ル
ク
ス
主
義
の
基
本
性
格
、
マ
ル
ク
ス
主

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、

義
に
お
げ
る
「
正
統
」
の
某
準
と
し
て
、
相
互
に
不
可
分
た
次
の
三
点

を
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。

　
○
マ
ル
ク
ス
主
義
は
哲
学
・
科
学
・
実
践
の
「
三
位
一
体
」
で
あ
る
。

　
　
そ
れ
が
ま
さ
に
「
三
位
一
体
」
で
あ
る
た
め
に
は
、

　
＠
「
統
一
の
論
理
」
が
体
系
そ
の
も
の
に
内
面
化
さ
れ
て
い
な
げ
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
六
四
　
（
一
六
四
）

　
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
「
統
一
の
論
理
」
は
、

　
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
の
「
実
践
的
感
性
」
に
成
立
し
、
　
「
人
問
の

　
白
己
疎
外
と
そ
の
止
揚
」
を
思
想
的
根
幹
と
す
る
と
こ
ろ
の
、

　
「
主
体
・
客
体
の
弁
証
法
」
で
あ
る
。

（
１
）
　
『
革
新
思
想
』
二
六
八
べ
ー
ジ
以
下
、
　
『
思
想
と
科
学
』
一

　
〇
五
べ
ー
ジ
。

（
２
）
　
『
思
想
と
科
学
』
二
二
七
べ
ー
ジ
。

（
３
）
　
同
右
、
四
五
べ
ー
ジ
。

（
４
）
　
同
右
、
　
一
〇
四
べ
ー
ジ
。

（
５
）
　
同
右
、
　
一
一
七
べ
－
ジ
。

（
６
）
　
同
右
。

（
７
）
　
同
右
、
　
一
〇
四
－
五
ぺ
ー
ジ
。

（
８
）
　
同
右
、
　
一
一
〇
１
一
ぺ
ー
ジ
。

（
９
）
　
「
哲
学
に
お
け
る
新
カ
ン
ト
主
義
的
潮
流
の
影
響
を
つ
よ
く

　
受
げ
た
新
マ
ル
ク
ス
主
義
の
マ
ル
ク
ス
文
献
は
、
マ
ル
ク
ス
主
義

　
と
は
杜
会
と
歴
史
に
お
け
る
諾
事
象
の
因
果
法
則
的
経
逃
を
研
究

　
し
、
し
た
が
っ
て
『
世
界
観
の
間
題
』
と
の
内
的
本
賃
的
関
逃
を

　
ま
っ
た
く
も
た
た
い
個
別
科
学
だ
と
み
な
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う

　
な
、
マ
ル
ク
ス
主
義
の
「
実
証
科
学
」
と
し
て
の
理
解
」
。

　
例
、
ベ
ル
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
、
マ
ッ
ク
ス
・
ア
ド
ラ
ー
、
ハ
イ
ン
リ

　
ヒ
・
ク
ー
ノ
ゥ
。
　
　
（
］
１
◎
ｏ
っ
ｇ
内
似
く
巴
一
－
饒
ｏ
『
斗
昌
．
プ
ｏ
ユ
ｏ
葦
｛
亭
¢
『

○
．
　
－
巨
豪
８
、
○
窃
Ｏ
巨
９
冨
仁
邑
ヨ
鍔
乙
。
彗
訂
考
昌
汀
Ｏ
－
Ｐ



声
Ｒ
巨
く
｛
旨
ｇ
ｏ
○
霧
ｏ
巨
９
け
ｏ
ま
の
ｏ
ｏ
富
邑
オ
昌
易
昌
ｑ
ま
ｈ

声
ま
等
胃
訂
オ
晶
昌
。
・
一
Ｈ
Ｈ
．
』
呼
Ｈ
竃
９
９
ｓ
声
）

「
正
し
く
理
解
さ
れ
た
唯
物
史
観
、
す
な
わ
ち
理
論
的
に
は
弁
証

法
的
に
実
践
的
に
は
革
命
的
に
理
解
さ
れ
た
唯
物
史
観
に
し
た
が

え
ぼ
、
革
命
的
実
践
か
ら
切
り
は
た
さ
れ
た
、
学
問
的
に
。
無
前
提

で
純
粋
に
理
論
的
な
研
究
な
ど
存
在
し
え
な
い
し
、
同
様
に
ま
た
、

独
立
し
て
並
存
す
る
孤
立
的
た
個
別
科
学
も
存
在
し
え
な
い
。
に

も
か
か
わ
ら
ず
マ
ル
ク
ス
以
後
の
マ
ル
ク
ス
主
義
者
た
ち
は
、
事

実
と
し
て
は
、
科
学
的
祉
会
主
義
を
、
政
治
的
実
践
や
そ
の
他
の
階

　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、

級
闘
争
の
実
践
と
直
接
の
関
係
を
も
た
た
い
純
粋
に
科
学
的
な
認

識
の
合
計
の
よ
う
に
理
解
し
て
き
た
」
。
－
１
１
例
証
、
メ
ー
リ
ン
グ
、

カ
ウ
ツ
キ
ー
、
と
く
に
典
型
的
定
式
化
と
し
て
ヒ
ル
フ
ァ
デ
ィ
ソ

グ
の
『
金
融
資
本
論
』
　
「
序
文
」
。
　
（
穴
胃
Ｈ
穴
Ｏ
易
Ｏ
Ｆ
峯
胃
ぎ
印

昌
易
■
■
ｑ
勺
巨
Ｈ
ｏ
ｏ
・
◎
晋
－
９
Ｎ
．
声
弓
甲
Ｈ
８
９
ｃ
ｏ
．
お
或
・
）

　
ヒ
ル
フ
ァ
デ
ィ
ソ
グ
は
そ
こ
（
岡
崎
次
郎
訳
若
波
文
脈
、
上
巻

一
二
－
四
べ
ー
ジ
）
で
、
マ
ル
ク
ス
主
義
を
、
　
「
丙
皿
く
的
関
連
の

暴
臨
の
み
を
目
的
と
す
る
」
　
「
論
理
的
に
科
学
的
な
、
存
観
的
な
、

価
仇
判
断
か
ら
白
出
た
科
学
」
と
規
定
し
て
、
「
杜
会
主
義
」
「
実

践
的
行
動
」
か
ら
切
り
は
た
し
た
う
え
で
、
　
「
し
か
し
マ
ル
ク
ス

主
義
が
与
え
る
杜
会
の
巡
動
法
則
の
洲
察
は
、
こ
れ
を
身
に
つ
け

た
も
の
に
つ
ね
に
一
つ
の
優
越
性
を
与
え
る
」
と
し
て
、
科
学
と

陪
級
的
実
映
と
の
外
的
緕
く
［
を
お
こ
な
っ
て
い
る
。
宇
野
氏
経
済

学
方
法
論
は
、
こ
う
い
っ
た
見
地
を
方
法
的
に
「
純
化
」
し
た
も

学
　
　
界

動
　
　
向

　
の
と
い
え
よ
う
。

（
１
０
）
　
ル
カ
ー
チ
『
歴
史
と
階
級
意
識
』
第
一
論
文
「
正
統
マ
ル
ク

　
ス
主
義
と
は
た
に
か
」
。
　
　
Ｏ
霧
Ｏ
巨
Ｏ
巨
０
■
箏
ｑ
匿
器
乙
り
彗
げ
¢
ミ
Ｐ

　
零
ｏ
．
９
ｐ
Ｈ
竃
○
◎
一
ｃ
ｏ
．
Ｈ
ｏ
ｏ
・
平
井
俊
彦
訳
『
ロ
ー
ザ
と
マ
ル
ク
ス
主

　
義
』
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
、
　
一
七
べ
－
ジ
。

（
ｕ
）
　
キ
～
．
Ｐ
一
〇
〇
・
崖
・
訳
書
一
七
－
八
ぺ
ー
ジ
。

（
１
２
）
　
キ
Ｐ
Ｐ
一
〇
っ
・
旨
・
訳
書
一
九
べ
－
ジ
。
　
ま
た
　
『
歴
史
と
階

　
級
意
識
』
第
四
論
文
「
物
化
と
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
の
意
識
」
第

　
三
節
に
お
け
る
詳
細
な
論
述
を
参
照
せ
よ
（
平
井
俊
彦
訳
『
歴
史

　
と
階
級
意
識
』
未
来
杜
、
　
一
四
七
べ
－
ジ
以
下
）
。

（
１
３
）
　
声
・
Ｐ
Ｐ
一
ｃ
ｏ
・
旨
・
訳
書
二
一
ぺ
－
ジ
。

（
注
）
　
梅
本
氏
の
所
論
の
は
ら
む
基
木
的
な
間
趣
点
と
し
て
私
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
、

　
氏
に
お
け
る
「
人
問
観
の
科
学
に
よ
る
媒
介
」
の
内
奔
的
辿
究
の

　
欠
如
を
指
摘
し
て
お
き
た
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
　
　
　
、
　
　
、

　
　
人
問
観
と
科
学
と
の
相
互
媒
介
の
論
理
は
、
木
文
の
要
約
に
も

　
見
ら
れ
る
と
お
り
、
梅
本
氏
に
よ
っ
て
そ
の
成
立
根
拠
に
ま
で
ほ

　
り
さ
げ
て
明
碓
に
定
式
化
さ
れ
て
い
る
。
だ
が
「
相
兀
媒
介
」
の

　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、

　
内
答
的
追
究
は
、
人
問
観
・
歴
史
観
に
よ
る
科
学
の
媒
介
、
唯
物

　
史
観
に
よ
る
維
済
学
の
某
礎
づ
け
の
側
面
に
限
ら
れ
て
、
人
閉
観
、

　
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
　
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
　
　
へ
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、

　
「
ト
ー
タ
ル
な
人
閉
像
」
そ
の
も
の
が
、
利
学
的
認
識
の
汰
化
と

　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、

　
と
も
に
深
ま
り
具
体
化
さ
れ
て
い
く
側
面
が
、
内
符
的
に
追
究
さ

　
れ
て
い
な
い
の
で
あ
る
。
こ
の
た
め
に
、
氏
の
す
ぐ
れ
た
「
唯
物

　
史
観
」
把
握
や
「
疎
外
諭
」
把
握
も
、
一
定
の
杣
象
性
を
免
れ
な

一
六
五
　
（
一
六
五
）
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い
こ
と
と
な
っ
て
い
る
。

　
ま
ず
氏
の
「
唯
物
史
観
」
理
解
に
つ
い
て
。
梅
本
氏
が
唯
物
史

観
を
「
い
わ
ゆ
る
定
式
の
文
章
に
だ
け
固
定
化
す
る
こ
と
に
反

対
」
さ
れ
、
唯
物
史
観
の
「
核
心
」
を
た
す
も
の
は
「
人
問
と
労

働
と
の
本
質
的
関
係
で
あ
り
、
そ
の
弁
証
法
で
あ
る
」
と
い
わ
れ

る
と
き
（
『
思
想
と
科
学
』
　
一
一
八
べ
－
ジ
）
、
そ
れ
は
き
わ
め
て

鋭
く
示
唆
に
富
む
洞
察
で
あ
る
。
だ
が
、
こ
の
「
核
心
」
に
つ
い

て
氏
は
、
　
「
人
問
と
労
働
と
の
本
質
的
関
係
」
と
い
う
一
般
的
規

定
以
上
の
内
容
規
定
を
与
え
て
お
ら
れ
な
い
。
も
っ
と
も
、
　
『
人

問
論
」
　
（
三
一
書
房
一
九
六
二
年
）
所
収
の
「
マ
ル
ク
ス
主
義
に

お
け
る
人
問
の
間
題
」
　
の
た
か
で
、
　
主
と
し
て
　
『
経
哲
手
稿
』

を
と
り
あ
げ
て
こ
の
点
の
追
究
が
お
こ
な
わ
れ
て
い
る
。
だ
が
氏

白
身
そ
こ
で
い
わ
れ
る
よ
う
に
、
　
『
経
哲
手
稿
』
に
お
い
て
「
マ

ル
ク
ス
に
お
け
る
人
問
の
見
方
の
基
調
は
確
立
さ
れ
た
と
い
っ
て

よ
い
」
　
（
一
〇
一
ぺ
－
ジ
）
に
し
て
も
、
　
「
、
」
こ
で
の
マ
ル
ク
ス

の
労
働
概
念
を
も
っ
て
、
〈
マ
ル
ク
ス
労
働
諭
の
確
立
Ｖ
な
ど
と

い
う
の
は
、
　
あ
や
ま
り
で
あ
る
」
　
（
九
一
ぺ
ー
ジ
）
　
と
す
れ
ば

（
そ
し
て
た
し
か
に
そ
の
逝
り
だ
と
私
も
考
え
る
の
だ
が
）
、
初

期
マ
ル
ク
ス
の
人
間
観
・
労
働
諭
の
確
認
に
と
ど
ま
ら
な
い
で
、

経
済
学
批
判
の
進
行
に
と
も
な
う
「
人
問
と
労
働
と
の
本
賃
的
関

係
」
把
握
の
内
容
的
深
化
を
具
体
的
に
追
究
し
、
　
『
経
済
学
批
判

要
綱
』
や
『
武
本
諭
』
に
お
け
る
マ
ル
ク
ス
の
人
問
観
・
歴
史
観

の
到
達
点
を
摘
出
・
解
醐
す
る
こ
と
が
、
ぜ
ひ
と
も
必
要
な
の
で

ニ
ハ
六
（
ニ
ハ
六
）

は
な
か
ろ
う
か
。

　
人
問
観
．
歴
史
観
の
内
容
把
握
に
お
げ
る
不
徹
底
は
、
当
然
な

が
ら
梅
本
氏
の
「
疎
外
論
」
理
解
に
も
無
視
で
き
な
い
問
題
性
を

は
ら
ま
せ
て
い
る
。

　
氏
は
、
私
有
と
分
業
に
よ
る
階
級
の
発
生
以
来
人
問
は
そ
の
本

質
を
喪
失
し
て
き
た
、
階
級
の
止
揚
に
よ
っ
て
人
問
本
質
は
回
復

さ
れ
る
の
だ
、
と
い
っ
た
疎
外
論
理
解
を
、
「
本
質
喪
失
史
観
」
と

名
づ
げ
て
批
判
さ
れ
（
『
思
想
と
科
学
』
一
〇
五
、
　
一
二
九
べ
－

ジ
、
『
革
新
思
想
』
二
六
九
べ
ー
ジ
）
、
疎
外
か
ら
「
還
帰
」
す
べ
き

人
間
本
質
．
人
閲
像
は
「
疎
外
の
中
で
創
造
さ
れ
発
見
さ
れ
て
ゆ

く
」
の
だ
と
主
張
さ
れ
る
（
『
思
想
と
科
学
』
二
一
八
べ
－
ジ
以
下
）
。

こ
れ
は
重
要
な
論
点
で
あ
っ
て
、
資
本
主
義
と
そ
の
発
展
の
う
ち

に
物
象
化
と
疎
外
の
深
化
発
展
だ
け
し
か
み
な
い
一
面
的
把
握
や

客
観
主
義
的
・
過
程
的
な
疎
外
論
理
解
、
さ
ら
に
は
終
末
観
・
千

年
至
福
説
的
ブ
ル
ジ
ヨ
ァ
疎
外
論
に
た
い
す
る
批
判
の
立
脚
点
を

提
供
す
る
も
の
と
い
え
る
。
た
し
か
に
遺
帰
す
べ
き
人
問
本
貫
は

過
去
に
は
な
い
。
現
在
に
お
け
る
疎
外
と
対
象
化
と
の
弁
証
法
的

矛
盾
構
造
の
中
に
そ
れ
は
あ
る
。
し
か
し
、
人
閉
の
ｎ
己
疎
外
と

そ
の
止
揚
を
閉
魎
に
す
る
と
き
、
人
閉
本
皿
の
不
断
の
創
逃
と
し

て
の
人
問
の
ｎ
己
対
象
化
１
１
労
働
が
、
白
己
疎
外
、
疎
外
さ
れ
た
労

働
と
し
て
し
か
推
塊
し
え
な
い
そ
の
秘
拠
と
必
然
性
は
、
人
閉
と

白
然
と
の
物
質
代
謝
過
程
と
し
て
の
労
働
そ
の
も
の
の
な
か
に
で

は
な
く
、
労
働
過
柵
が
そ
の
も
と
で
営
ま
れ
る
生
唯
諦
閑
係
の
う



ち
に
こ
そ
求
め
ら
れ
な
げ
れ
ぱ
な
る
ま
い
。
し
た
が
っ
て
、
資
本

主
義
杜
会
の
あ
ら
ゆ
る
生
活
領
域
に
み
ら
れ
る
対
象
化
の
疎
外
へ

の
転
化
・
転
倒
が
経
済
的
生
産
諸
関
係
の
変
革
に
よ
っ
て
一
挙
に

消
滅
す
る
も
の
で
は
な
い
に
し
て
も
、
資
本
主
義
の
も
と
に
お
け

る
疎
外
と
杜
会
主
義
の
も
と
に
お
け
る
疎
外
と
は
明
確
に
区
別
さ

れ
ね
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
　
「
外
化
が
疎

外
と
な
る
の
は
、
階
級
杜
会
の
発
生
に
よ
っ
て
で
も
な
く
、
し
た

が
っ
て
ま
た
階
級
杜
会
の
消
減
に
。
よ
っ
て
、
外
化
が
疎
外
に
な
ら

な
く
な
っ
て
し
ま
う
も
の
で
も
な
い
」
　
（
『
思
想
と
科
学
』
　
二
二

〇
べ
ー
ジ
）
と
い
わ
れ
る
梅
本
氏
の
テ
ー
ゼ
は
、
少
な
く
と
も
一

面
的
で
あ
り
、
疎
外
の
基
底
を
な
す
生
産
関
係
の
差
異
へ
の
正
当

な
考
慮
を
欠
い
て
「
疎
外
」
の
歴
史
的
一
般
化
に
導
く
と
き
に
は
、

誤
謬
に
転
化
す
る
。
そ
し
て
「
疎
外
論
」
把
握
の
こ
の
よ
う
な
不

明
確
さ
は
、
資
本
主
義
杜
会
の
科
学
的
分
析
．
経
済
学
批
判
を
つ

う
じ
て
（
マ
ル
ク
ス
に
よ
っ
て
）
解
明
さ
れ
、
ま
た
（
わ
れ
わ
れ

に
よ
っ
て
）
解
明
さ
れ
る
べ
き
「
外
化
と
疎
外
の
弁
証
法
」
、
「
本

質
実
現
」
と
「
本
質
喪
失
」
の
弁
証
法
的
矛
盾
構
造
の
内
容
的
追

究
が
、
不
徹
底
な
ま
ま
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
こ
と
の
一
帰
結
と
い

え
る
の
で
は
た
か
ろ
う
か
。

　
梅
本
氏
の
唯
物
吏
観
な
ら
び
に
疎
外
論
の
独
自
な
把
握
は
、
　
一

面
に
お
い
て
き
わ
め
て
籏
極
的
た
意
義
を
も
ち
、
唯
物
史
観
を
い

わ
ゆ
る
「
定
式
」
の
文
章
に
固
定
化
し
て
理
解
し
、
ま
た
資
本
主

義
の
も
と
に
お
け
る
人
問
の
「
本
質
実
現
」
の
契
機
、
資
本
主
義

学
　
　
界

動
　
　
向

の
歴
史
的
必
然
性
と
積
極
性
を
無
視
す
る
傾
向
を
も
つ
宇
野
理
論

に
た
い
し
て
も
、
有
効
な
批
判
の
基
礎
を
提
供
す
る
も
の
で
あ
る
、

し
か
し
そ
れ
が
、
人
問
像
・
人
問
疎
外
論
の
科
学
に
よ
る
媒
介
の

内
容
的
追
究
を
欠
く
と
き
、
経
済
学
に
よ
る
唯
物
史
観
の
「
論
証
」

の
側
面
の
み
を
強
調
す
る
宇
野
理
論
の
「
科
学
主
義
」
の
二
固
性

に
た
い
し
て
、
人
問
観
・
歴
史
観
に
よ
る
経
済
学
の
基
礎
づ
げ
．

媒
介
の
み
を
強
調
す
る
一
面
的
な
「
人
問
主
義
」
に
お
ち
い
る
危

険
を
は
ら
む
こ
と
と
た
る
で
あ
ろ
う
。
た
だ
し
こ
の
危
険
を
ふ
せ

ぐ
諭
塾
は
、
梅
本
氏
に
お
い
て
は
与
え
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
論
理

の
内
容
的
充
実
は
、
梅
本
氏
と
と
も
に
わ
れ
わ
れ
に
課
さ
れ
た
課

題
と
い
わ
ね
ぱ
な
ら
な
い
。

　
な
お
、
こ
の
課
題
の
追
究
に
さ
い
し
て
、
杉
原
四
郎
氏
の
諸
労

作
は
重
要
な
手
が
か
り
を
与
え
る
も
の
で
あ
る
。
　
『
経
済
学
批
判

要
綱
』
の
な
か
の
、
　
「
時
問
の
経
済
、
す
べ
て
の
経
済
は
結
局
は

そ
こ
に
解
消
さ
れ
る
」
等
の
テ
ー
ゼ
に
着
目
し
、
こ
れ
を
手
が
か

り
と
し
て
展
開
さ
れ
る
氏
の
所
説
は
、
マ
ル
ク
ス
に
お
げ
る
人
問

観
と
経
済
学
、
疎
外
論
と
経
済
理
論
と
の
相
互
媒
介
的
発
展
の
成

果
と
し
て
の
「
経
済
本
質
論
」
　
（
そ
れ
は
同
時
に
人
間
本
質
論
で

も
あ
る
）
を
摘
出
し
、
こ
れ
を
ポ
ジ
テ
ィ
ヴ
に
編
成
．
深
化
．
展

開
し
よ
う
と
す
る
試
み
で
あ
っ
て
、
　
「
労
働
致
用
論
」
　
「
原
始
的

疎
外
」
と
い
っ
た
構
想
に
は
な
お
検
討
さ
る
べ
き
余
地
が
あ
る
と

は
い
え
、
　
「
時
代
の
運
動
が
あ
た
ら
し
い
人
問
的
本
質
を
要
求
し

て
い
る
」
　
（
梅
本
氏
）
こ
ん
に
ち
に
お
け
る
マ
ル
ク
ス
主
義
．
マ

一
六
七
　
（
一
六
七
）
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ル
ク
ス
経
済
学
の
発
展
に
た
い
し
て
、
　
一
つ
の
基
礎
視
点
を
そ
れ

は
提
起
し
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
　
（
杉
原
氏
の
論
稿
と
し
て
は
、

四
の
１
の
注
（
２
）
に
あ
げ
た
も
の
の
ほ
か
、
　
『
経
済
学
・
歴
史

と
理
論
』
　
〔
未
来
杜
一
九
六
六
年
〕
所
収
の
「
経
済
の
本
質
に
関

す
る
一
考
察
」
、
　
杉
原
・
佐
藤
編
『
マ
ル
ク
ス
経
済
学
』
　
〔
有
斐

閣
一
九
六
六
年
〕
、
な
ど
参
照
。
）

　
　
　
　
　
　
５

　
右
に
み
た
よ
う
に
、
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
の
「
実
践
的
感
性
」
に
成

立
す
る
「
人
間
の
自
己
疎
外
と
そ
の
止
揚
」
の
理
論
と
実
践
、
こ
れ
を

つ
ら
ぬ
く
「
主
体
・
客
体
の
弁
証
法
」
が
、
マ
ル
ク
ス
主
義
を
マ
ル
ク

ス
主
義
た
ら
し
め
る
基
本
的
な
方
法
原
理
、
　
「
統
一
の
論
理
」
で
あ
ポ

と
す
る
な
ら
は
　
　
そ
し
て
私
は
そ
う
確
信
す
る
の
だ
が
　
　
、
宇
野

氏
の
体
系
と
方
法
は
こ
れ
と
は
あ
ま
り
に
も
へ
だ
た
る
と
こ
ろ
遠
い
も

の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

　
宇
野
経
済
学
は
、
梅
本
氏
も
確
乖
さ
れ
る
よ
う
に
、
　
「
認
識
の
主
体

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
１
）

を
対
象
の
外
部
に
だ
け
お
い
て
」
い
る
。
認
識
主
体
と
し
て
の
人
問
は
、

い
か
な
る
思
想
・
主
義
主
張
を
も
っ
て
い
よ
う
が
、
給
浄
竿
附
淋
淋
小

、
　
一
、
　
、
　
、
　
、
　
、

辛
体
と
Ｌ
て
は
そ
れ
ら
か
ら
臼
由
に
、
純
粋
客
観
的
に
、
外
な
る
対
象

泄
…
介
に
思
惟
的
に
沙
透
し
こ
れ
を
反
映
し
な
け
れ
ぼ
な
ら
な
い
。
こ
こ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
六
八
　
（
一
六
八
）

に
設
定
さ
れ
て
い
る
認
識
の
構
造
は
「
外
的
反
省
」
の
そ
れ
で
あ
り
、

そ
こ
で
の
思
惟
作
用
は
、
観
察
し
区
別
し
共
通
物
を
抽
出
す
る
骨
由
で

あ
っ
て
、
そ
れ
以
上
の
も
の
で
は
た
い
。
　
「
悟
性
と
し
て
の
思
准
は
、

固
定
し
た
規
定
性
と
、
こ
の
規
定
性
の
他
の
規
定
性
に
た
い
す
る
区
別

と
に
た
ち
ど
ま
っ
て
お
り
、
こ
の
よ
う
な
制
限
さ
れ
た
抽
象
的
な
も
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
２
）

が
そ
れ
だ
げ
で
成
立
し
存
在
す
る
と
考
え
て
い
る
」
　
（
へ
－
ゲ
ル
）
。

こ
の
よ
う
な
悟
性
的
立
場
に
た
つ
も
の
で
あ
る
か
ぎ
り
、
　
「
宇
野
原
理

論
が
一
般
性
を
き
わ
め
て
彩
式
論
理
的
な
意
味
で
の
く
共
通
性
Ｖ
と
だ

け
理
解
し
、
…
〈
一
般
性
Ｖ
の
中
か
ら
発
展
の
原
理
を
欠
落
さ
せ
て
し

　
　
（
３
）

ま
っ
た
」
こ
と
、
思
想
と
科
学
、
理
論
と
実
践
、
論
理
と
歴
史
が
切
断

さ
れ
て
い
る
こ
と
、
し
か
も
そ
れ
が
論
理
の
中
に
内
面
化
さ
れ
て
い
な

い
外
的
「
前
提
」
と
し
て
の
「
マ
ル
ク
ス
主
義
の
思
想
的
核
心
」
に
忠

実
に
「
体
系
化
」
を
志
向
す
る
か
ぎ
り
、
論
理
的
に
切
断
し
た
も
の
の

「
外
的
結
合
」
を
試
み
る
ほ
か
な
い
こ
と
、
こ
れ
ら
は
ま
っ
た
く
必
然

的
な
こ
と
で
あ
り
、
宇
野
理
論
の
「
認
識
の
始
元
」
の
前
尾
一
貰
し
た

論
理
的
帰
結
な
の
で
あ
る
。
も
と
よ
り
悟
性
は
、
学
問
に
不
可
欠
な
思

惟
の
一
機
能
で
あ
っ
て
、
こ
れ
な
し
に
は
科
学
は
成
立
し
え
な
い
。
し

か
し
、
悟
性
の
立
場
を
徹
底
し
て
、
も
っ
ぱ
ら
こ
の
見
地
か
ら
体
恥
を
問

題
に
す
る
と
き
に
は
、
　
「
有
機
的
に
一
体
を
な
し
て
い
る
諾
契
機
を
柵



互
に
偶
然
的
に
関
係
づ
け
「
た
ん
な
る
反
省
的
連
関
に
お
く
と
こ
ろ
の
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
４
）

粗
雑
な
没
概
念
性
」
　
（
マ
ル
ク
ス
）
に
お
ち
い
る
ほ
か
は
な
い
。
宇
野

理
論
の
も
つ
意
義
と
限
界
は
、
〈
徹
底
し
た
悟
性
主
義
Ｖ
の
も
つ
意
義

と
限
界
と
し
て
確
定
さ
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

　
こ
の
視
角
か
ら
み
る
な
ら
ぼ
、
宇
野
理
論
の
も
つ
唯
一
の
積
極
的
な

意
義
は
、
　
「
三
位
一
体
」
の
俗
流
的
理
解
（
と
い
う
よ
り
も
無
理
解
）

か
ら
生
ず
る
卑
俗
な
政
治
主
義
・
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
主
義
に
抗
し
て
「
分

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
、
　
　
　
、

化
」
の
必
要
を
と
な
え
た
、
そ
の
問
題
意
識
に
の
み
認
め
る
こ
と
が
で

き
る
で
あ
ろ
う
。
だ
が
、
俗
流
的
な
未
分
化
に
た
い
し
て
分
化
を
と
く

だ
げ
で
は
、
論
理
的
に
は
同
一
次
元
で
の
対
立
で
あ
る
。
問
題
の
本
質

は
分
化
か
未
分
化
か
で
は
な
く
、
分
化
・
未
分
化
の
統
一
の
論
理
構
造
、

「
三
位
一
体
」
の
区
別
と
統
一
の
構
造
の
追
究
に
あ
る
の
で
な
げ
れ
ぱ

た
ら
た
い
。

　
し
た
が
っ
て
問
題
を
意
識
し
た
そ
の
こ
と
白
体
は
正
当
で
あ
り
貴
重

で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
そ
の
問
魑
怠
識
の
内
容
お
よ
び
そ
れ
に
も
と
づ

く
問
題
追
究
の
方
向
は
、
ま
ち
が
っ
て
い
た
と
い
わ
ね
ば
な
る
ま
い
。

ま
し
て
や
そ
の
「
体
系
化
の
成
果
」
に
お
い
て
「
国
際
的
水
準
か
ら
い

っ
て
も
群
を
ぬ
い
て
い
る
」
と
は
、
お
世
辞
に
も
い
え
な
い
の
で
は
な

い
か
。
む
し
ろ
悟
性
主
義
の
徹
底
に
よ
る
体
系
的
・
理
論
的
破
産
（
岡

　
　
　
　
学
　
　
界
　
　
動
　
　
向

崎
・
佐
藤
氏
の
指
摘
さ
れ
る
「
内
部
矛
盾
」
、
宇
野
学
派
の
　
「
内
部
分

裂
」
は
そ
の
端
的
な
例
証
で
あ
る
）
を
つ
う
じ
て
、
マ
ル
ク
ス
主
義
・

マ
ル
ク
ス
経
済
学
が
本
来
い
か
た
る
も
の
で
あ
り
、
ま
た
い
か
な
る
も

の
と
し
て
と
ら
え
ら
れ
て
は
な
ら
な
い
か
の
基
準
に
つ
い
て
、
逆
照
明

的
に
貴
重
な
示
唆
を
与
え
て
い
る
と
い
う
意
味
で
、
そ
れ
は
「
国
際
的

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
５
）

水
準
を
ぬ
く
」
重
要
な
業
績
と
い
う
べ
き
で
あ
る
。

　
（
１
）
　
『
思
想
と
科
学
』
七
八
ぺ
ー
ジ
。

　
（
２
）
　
『
小
論
理
学
』
八
Ｏ
節
、
岩
波
文
庫
上
巻
、
二
四
〇
ぺ
ー
ジ
。

　
（
３
）
　
『
思
想
と
科
学
』
八
二
、
八
七
ぺ
－
ジ
。

　
（
４
）
　
『
経
済
学
批
判
、
序
説
』
、
『
経
済
学
批
判
要
綱
』
原
書
一
〇

　
　
ぺ
ー
ジ
、
　
『
マ
ル
ク
ス
・
エ
ン
ゲ
ル
ス
全
集
』
　
二
二
巻
、
原
書
六

　
　
二
〇
べ
ー
ジ
。

　
（
５
）
　
宇
野
理
論
に
た
い
し
て
き
わ
め
て
鋭
い
原
理
的
批
判
を
お
こ

　
　
た
わ
れ
る
梅
本
氏
が
、
に
も
か
か
わ
ら
ず
宇
野
理
論
を
そ
の
「
体

　
　
系
化
の
成
果
」
に
お
い
て
も
高
く
評
価
さ
れ
る
こ
と
は
、
奇
妙
な

　
　
こ
と
で
あ
る
。
氏
の
『
思
想
と
科
学
』
を
読
ん
で
も
、
宇
野
氏
の

　
体
系
か
ら
内
容
的
・
秩
極
的
に
摂
取
し
て
お
ら
れ
る
も
の
は
皆
無

　
　
と
い
っ
て
よ
い
。
　
「
認
識
の
始
元
成
立
を
め
ぐ
る
歴
史
発
展
の
内

　
的
弁
証
法
的
構
造
」
の
考
察
を
ま
っ
た
く
「
除
外
」
す
る
宇
野
理

　
論
と
、
梅
本
氏
の
マ
ル
ク
ス
主
義
理
解
と
は
、
お
よ
そ
そ
の
原
理

　
　
を
異
に
す
る
二
つ
の
体
系
で
あ
っ
て
、
両
老
の
問
で
の
内
答
的
相

　
　
、
　
　
、
　
　
、

　
互
摂
取
は
本
来
不
可
能
な
こ
と
で
は
た
か
ろ
う
か
。
原
理
を
異
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
六
九
　
（
一
六
九
）



立
命
館
経
済
学
（
第
十
五
巻
・
第
一
号
）

す
る
二
つ
の
体
系
の
あ
い
だ
で
は
、
結
局
の
と
こ
ろ
い
ず
れ
か
一

方
の
見
地
に
た
っ
て
、
骨
抜
き
に
さ
れ
形
骸
化
し
た
他
方
の
体
系

を
「
摂
坂
」
す
る
こ
と
か
、
他
方
の
体
系
の
提
起
す
る
問
題
な
い

し
は
間
題
意
識
を
う
げ
と
め
こ
れ
に
た
い
し
て
自
己
の
見
地
か
ら

解
明
を
あ
た
え
る
と
い
っ
た
「
交
流
」
し
か
、
成
立
し
え
な
い
よ

う
に
私
に
は
思
わ
れ
る
。

　
基
本
原
理
を
異
に
す
る
二
つ
の
体
系
の
「
交
互
媒
介
的
止
揚
」

を
試
み
て
失
敗
し
て
い
る
好
例
が
、
黒
田
寛
一
氏
の
『
宇
野
経
済

学
方
法
論
批
判
』
で
あ
る
。
氏
は
、
梯
経
済
哲
学
か
ら
「
批
判
的

に
摂
取
」
し
た
「
実
践
的
直
観
の
立
場
」
に
た
っ
て
、
宇
野
経
済

学
の
「
哲
学
的
客
観
主
義
」
を
鋭
く
批
判
さ
れ
る
。
と
こ
ろ
が
反

面
、
宇
野
理
論
に
お
け
る
理
論
と
実
践
、
思
想
と
科
学
の
分
離
は
、

「
あ
く
ま
で
も
外
観
で
あ
っ
て
、
そ
の
本
質
を
な
す
も
の
で
は
決

し
て
な
い
」
と
い
わ
れ
る
の
で
あ
る
（
一
六
、
二
七
ぺ
ー
ジ
）
。

だ
が
、
　
「
認
識
主
体
の
場
所
的
立
場
を
欠
如
」
し
て
い
る
体
系
に

お
い
て
、
ど
う
し
て
理
論
と
実
践
、
思
想
と
科
学
の
「
本
質
」
的

結
合
を
い
い
う
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
　
そ
こ
に
は
ま
さ
に
　
「
機
械

論
」
的
・
外
的
な
結
合
（
二
八
べ
－
ジ
）
し
か
あ
り
え
な
い
。
そ

れ
は
、
　
「
人
問
社
会
自
身
に
本
来
的
な
杜
会
関
係
を
な
す
も
の
で

は
な
い
」
商
品
経
済
、
労
働
力
商
品
化
と
い
う
根
本
的
「
無
理
」

に
立
脚
す
る
経
済
法
則
（
宇
野
『
マ
ル
ク
ス
経
済
学
原
理
論
の
研

究
』
九
べ
－
ジ
）
の
「
廃
棄
」
を
要
請
す
る
ゾ
レ
ン
の
論
理
で
あ

っ
て
、
現
存
す
る
も
の
の
肯
定
的
理
解
の
う
ち
に
否
定
的
理
解
を

一
七
〇
　
（
一
七
〇
）

ふ
く
み
、
否
定
的
理
解
の
う
ち
に
肯
定
的
理
解
を
ふ
く
む
「
本
質

的
に
革
命
的
な
弁
証
法
」
　
（
マ
ル
ク
ス
）
と
は
異
質
の
も
の
で
あ

る
。
理
論
体
系
に
お
け
る
こ
の
「
原
則
問
題
」
を
没
却
し
て
、
た

だ
「
反
ス
タ
ー
リ
ニ
ズ
ム
」
の
一
点
で
宇
野
理
論
と
梯
経
済
哲
学

を
並
置
し
両
者
の
「
交
互
媒
介
的
止
揚
」
を
め
ざ
し
た
黒
田
氏
は
、

結
局
の
と
こ
ろ
、
　
「
普
遍
的
本
質
論
」
　
「
特
殊
的
形
態
論
」
　
「
個

別
的
現
状
分
析
」
　
（
一
八
三
ぺ
ー
ジ
）
と
名
を
か
え
た
「
宇
野
三

段
階
論
」
を
、
　
「
場
所
的
立
場
の
非
連
続
性
」
「
抽
象
の
レ
ベ
ル
」

と
い
っ
た
没
概
念
的
な
「
場
所
の
論
理
」
で
裏
う
ち
し
た
、
外
見

上
の
折
衷
論
、
本
質
的
に
は
「
〈
実
践
的
直
観
の
立
場
Ｖ
を
ツ
ギ

穂
し
た
宇
野
三
段
階
論
」
　
（
佐
藤
金
三
郎
氏
）
、
　
梯
経
済
哲
学
で

粉
飾
さ
れ
た
宇
野
理
論
に
到
達
し
て
い
る
。
　
（
学
的
体
系
の
「
論

理
的
段
階
構
造
」
、
「
抽
象
の
レ
ベ
ル
」
を
唱
え
る
こ
と
そ
れ
自
体

は
正
当
で
あ
る
。
し
か
し
そ
の
「
段
階
」
が
、
　
「
原
理
諭
」
　
「
段

階
論
」
あ
る
い
は
「
本
質
論
」
　
「
形
態
論
」
に
機
械
的
に
分
断
さ

　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、

れ
、
そ
し
て
た
だ
そ
れ
に
対
応
し
て
「
抽
象
の
レ
ベ
ル
」
が
い
わ

れ
る
と
き
、
そ
れ
は
没
概
念
的
ご
都
合
主
義
に
転
化
す
る
）
。
　
そ

こ
で
は
「
実
践
的
直
観
の
立
場
」
は
形
骸
化
せ
ら
れ
て
、
も
っ
ぱ

ら
、
宇
野
理
論
の
「
哲
学
的
客
観
主
義
」
の
相
互
補
完
的
対
極
を

な
す
と
こ
ろ
の
、
理
論
と
実
践
の
上
で
の
「
主
観
主
義
」
の
立
脚

点
と
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

６



　
ま
こ
と
に
宇
野
氏
の
見
地
は
微
底
し
た
も
の
で
あ
っ
て
、
悟
性
主
義

的
立
場
か
ら
考
察
す
る
と
き
に
生
ず
る
マ
ル
ク
ス
主
義
・
マ
ル
ク
ス
経

済
学
の
諸
問
題
点
を
い
わ
ゆ
る
『
賓
本
論
』
の
「
難
占
一
」
と
し
て
摘
出
さ

れ
、
氏
の
見
地
か
ら
す
る
解
決
（
『
資
本
論
』
の
「
原
理
論
」
と
し
て
の

「
科
学
的
純
化
」
）
を
こ
こ
ろ
み
て
こ
ら
れ
た
。
こ
れ
ら
の
氏
の
摘
出
さ

れ
る
個
々
の
問
題
点
に
つ
い
て
は
、
た
し
か
に
、
マ
ル
ク
ス
・
エ
ソ
ゲ

ル
ス
の
諸
命
題
を
復
唱
し
対
置
さ
せ
る
だ
げ
の
「
排
撃
的
批
評
」
に
終

始
し
て
い
て
は
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。
基
本
原
理
の
差
異
を
明
確
に
し
、

そ
の
上
で
宇
野
氏
の
摘
出
さ
れ
る
諾
論
点
に
つ
い
て
マ
ル
ク
ス
の
原
理

的
方
法
に
も
と
づ
い
て
の
具
体
灼
解
明
を
与
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
は
じ

め
て
、
真
に
「
批
判
」
の
名
に
他
い
す
る
も
の
と
な
り
う
る
で
あ
ろ
う
。

そ
し
て
く
論
理
と
歴
史
Ｖ
の
関
述
の
閉
題
は
、
こ
う
い
っ
た
問
趣
点
の

も
っ
と
も
煎
要
な
も
の
の
一
つ
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

　
こ
こ
で
は
こ
の
閉
越
に
つ
い
て
た
ち
い
っ
た
「
具
体
的
解
明
」
を
お

こ
な
う
だ
げ
の
準
俄
を
私
は
も
た
な
い
し
、
ま
た
そ
の
場
所
で
も
な
い
。

た
だ
さ
し
あ
た
り
次
の
二
点
だ
げ
は
確
認
し
て
お
い
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

　
ｍ
マ
ル
ク
ス
に
お
い
て
論
理
と
歴
史
と
の
統
一
は
、
い
わ
ゆ
る
「
三

位
一
体
」
の
内
面
的
統
一
の
論
理
が
成
立
す
る
の
と
同
一
の
場
に
お
い

て
、
基
本
的
に
は
同
一
の
論
理
構
造
を
も
っ
も
の
と
し
て
成
立
す
る
。

　
　
　
　
学
　
　
界
　
　
動
　
　
向

す
な
わ
ち
、
歴
史
的
発
展
の
過
程
と
そ
の
問
題
性
を
、
み
ず
か
ら
そ
の

な
か
に
身
を
お
ぎ
つ
つ
、
変
革
的
実
践
の
視
点
か
ら
主
体
的
に
う
げ
と

め
る
認
識
と
行
動
の
主
体
、
そ
の
「
実
践
的
直
観
の
立
場
」
に
そ
れ
は
、

根
拠
を
お
く
も
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
マ
ル
ク
ス
の
方
法
は
、
基
本

　
　
　
、
　
　
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、

的
に
、
現
在
に
成
立
す
る
論
理
的
方
法
で
あ
る
。
し
か
し
、
現
在
の
変

革
１
１
将
来
を
見
す
え
た
現
在
の
理
論
的
把
握
が
徹
底
的
・
批
判
的
・
現

実
的
で
あ
り
う
る
た
め
に
は
、
過
去
へ
の
反
省
的
省
察
が
必
然
的
に
お

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
、
　
、
　
、
　
へ

こ
な
わ
れ
な
け
れ
ぱ
な
ら
な
い
。
こ
の
意
味
で
そ
れ
は
、
現
在
の
変
革

　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
　
　
（
１
）

的
立
場
に
成
立
す
る
歴
史
的
方
法
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
見
地
か
ら
す

れ
ぱ
わ
れ
わ
れ
は
、
エ
ン
ゲ
ル
ス
と
と
も
に
「
論
理
的
取
扱
い
は
、
実

際
は
、
歴
史
的
形
態
と
掻
乱
的
偶
然
性
と
を
と
り
さ
っ
た
歴
史
的
取
扱

い
に
ほ
か
な
ら
な
い
」
と
い
っ
て
す
ま
せ
て
い
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
。

「
擬
乱
的
偶
然
性
を
と
り
さ
」
る
某
準
は
現
在
に
、
塊
在
の
変
革
的
立

　
　
　
　
　
　
　
　
（
２
）

場
に
成
立
す
る
の
で
あ
る
。

　
似
し
た
が
っ
て
『
資
本
論
』
冒
頭
の
「
帖
品
」
の
性
格
規
定
に
つ
い

て
も
、
そ
れ
が
も
っ
ぱ
ら
論
理
的
方
法
に
も
と
づ
く
資
木
主
義
的
商
品

で
あ
る
と
い
う
規
定
だ
げ
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
な
ら
ぱ
、
そ
れ
は
一
面

的
・
抽
象
的
な
理
解
と
い
わ
ね
ぼ
な
る
ま
い
。
宇
野
氏
が
冒
頭
商
＾
に

つ
い
て
、
一
方
で
は
賓
本
主
義
的
商
品
と
把
握
さ
れ
な
が
ら
、
他
方
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
七
一
　
（
一
七
一
）
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そ
れ
が
歴
史
的
単
純
商
品
に
も
共
通
す
る
規
定
を
ふ
く
む
と
い
わ
れ
る

と
き
、
そ
の
こ
と
臼
体
が
あ
や
ま
り
た
の
で
は
決
し
て
た
い
。
問
題
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
、
　
　
　
、

こ
の
二
つ
の
命
題
を
つ
な
ぐ
論
理
が
欠
落
し
て
い
る
こ
と
、
一
方
で
冒

頭
商
品
は
「
資
本
主
義
的
生
産
関
係
の
中
心
基
軸
と
で
も
い
う
べ
き
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、

の
を
純
粋
に
表
示
す
る
も
の
」
と
い
わ
れ
な
が
ら
、
同
時
に
無
媒
介
的
に

こ
れ
を
「
流
通
形
態
」
に
解
消
し
こ
の
規
定
性
に
お
い
て
く
歴
史
Ｖ
を

密
輸
入
し
て
”
休
系
”
を
構
成
す
る
、
そ
の
論
理
的
「
没
概
念
性
」
に

あ
る
。
岡
崎
氏
の
い
わ
れ
る
「
論
理
的
首
尾
一
貫
性
の
欠
如
」
は
、
ま

さ
に
こ
の
意
味
で
な
け
れ
ぱ
な
ら
ぬ
。
ｍ
に
の
べ
た
見
地
に
た
っ
て
冒

頭
商
品
（
の
み
な
ら
ず
『
資
本
論
』
体
系
全
休
）
の
論
理
的
Ｈ
歴
史
的

性
格
規
定
を
旦
ハ
体
的
に
解
明
す
る
こ
と
こ
そ
、
わ
れ
わ
れ
に
と
っ
て
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
３
）

課
題
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。

（
１
）
　
平
田
清
明
氏
の
簡
潔
な
定
式
化
　
　
　
「
マ
ル
ク
ス
に
お
い
て

　
は
、
歴
史
的
過
去
の
者
察
は
歴
吏
的
現
代
の
理
論
的
把
握
を
通
ず

　
る
こ
と
に
よ
っ
て
な
さ
れ
る
の
で
あ
り
、
歴
史
的
過
去
へ
の
内
在

　
は
白
己
目
的
で
は
た
く
て
、
つ
ね
に
歴
史
的
現
代
の
批
判
的
認
識

　
を
可
能
な
ら
し
め
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
た
論
理
的
Ｈ
歴
吏

　
的
方
法
は
、
マ
ル
ク
ス
の
全
薪
述
を
特
徴
づ
け
る
」
。
（
「
マ
ル
ク

　
ス
に
お
け
ろ
縦
済
学
と
腔
史
認
識
（
上
）
」
、
　
『
思
想
』
　
一
九
六
六

　
年
四
月
号
、
一
一
べ
ー
ジ
）
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
七
二
　
（
一
七
二
）

　
　
レ
ヴ
ァ
イ
は
、
さ
き
に
引
用
し
た
『
歴
史
と
階
級
意
識
』
の
書

　
評
の
な
か
で
、
ル
カ
ー
チ
の
主
張
を
要
約
し
つ
つ
述
べ
て
い
る
－

　
１
「
へ
ー
ゲ
ル
に
た
い
す
る
マ
ル
ク
ス
の
大
き
た
進
歩
は
、
か
れ

　
が
歴
史
に
お
け
る
同
一
の
主
体
・
客
体
を
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
の

　
な
か
に
具
体
的
に
見
出
し
た
こ
と
に
あ
る
。
マ
ル
ク
ス
は
歴
史
を
、

　
へ
－
ゲ
ル
の
よ
う
に
原
理
的
に
完
結
し
た
過
程
と
し
て
事
後
的
に
、

　
ま
っ
た
く
観
想
的
に
考
察
し
た
の
で
は
な
く
、
杜
会
主
義
社
会
を

　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、

　
め
ざ
す
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
の
闘
争
の
な
か
に
、
現
在
の
弁
証
法

　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
　
　
　
、
　
　
、

　
的
な
把
握
の
な
か
に
、
こ
れ
ま
で
の
歴
吏
を
歴
史
と
し
て
、
お
よ

　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、

　
そ
有
意
味
で
必
然
的
た
事
象
と
し
て
理
解
し
う
る
立
脚
点
を
見
い

　
、
　
　
、
　
　
、

　
だ
し
た
。
…
…
総
体
と
し
て
の
歴
史
過
程
の
理
解
は
、
現
在
が
過

　
去
の
歴
史
を
自
分
自
身
の
過
去
と
し
て
概
念
的
に
把
握
し
え
た
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、

　
き
に
の
み
可
能
と
な
る
。
過
去
の
請
時
代
は
、
現
在
を
対
象
と
し

　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、

　
こ
れ
を
変
革
す
る
主
体
の
立
場
か
ら
の
み
、
歴
史
と
し
て
概
念
的

　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、

　
に
把
握
さ
れ
え
た
の
で
あ
る
」
。
　
（
射
似
く
芦
Ｐ
Ｐ
○
二
Ｃ
っ
・
轟
Ｈ
・
）

（
２
）
　
エ
ン
ゲ
ル
ス
「
カ
ー
ル
・
↓
、
ル
ク
ス
『
経
済
学
批
判
』
」
、
マ

　
ル
・
エ
ン
全
集
二
二
巻
、
原
書
四
七
五
ぺ
ー
ジ
。

　
　
見
田
石
介
氏
は
『
資
本
論
の
方
法
』
で
、
エ
ン
ゲ
ル
ス
の
こ
の

　
命
題
を
「
論
理
Ｈ
歴
史
説
」
す
な
わ
ち
論
理
と
歴
火
の
無
媒
介
的

　
一
致
説
の
典
拠
と
す
る
こ
と
は
、
エ
ソ
ゲ
ル
ス
の
文
車
の
前
後
の

　
関
逃
を
無
視
し
た
断
片
的
で
忽
意
的
な
引
用
で
あ
る
と
批
判
し
て

　
お
ら
れ
る
（
二
三
七
－
二
四
〇
へ
ー
ジ
）
、
一
　
だ
が
私
は
そ
う
は
忠

　
わ
な
い
。
不
明
確
さ
、
む
し
ろ
誤
謬
は
、
　
エ
ン
ゲ
ル
ス
ｎ
身
に
あ



る
と
考
え
る
。
そ
こ
で
エ
ソ
ゲ
ル
ス
の
命
題
を
、
前
後
の
関
連
に

お
い
て
若
干
吟
味
し
て
お
き
た
い
。

　
エ
ン
ゲ
ル
ス
は
、
　
「
マ
ル
ク
ス
の
経
済
学
批
判
の
基
礎
を
な
し

て
い
る
方
法
の
完
成
を
、
わ
れ
わ
れ
は
、
そ
の
意
義
に
お
い
て
唯

物
論
的
根
本
見
解
に
劣
ら
な
い
成
果
で
あ
る
と
考
え
る
」
と
い
っ

て
、
こ
れ
に
つ
づ
く
文
節
で
、
お
よ
そ
つ
ぎ
の
よ
う
に
述
べ
て
い

る
（
前
掲
書
四
七
四
－
五
べ
ー
ジ
）
。

　
…
へ
ー
ゲ
ル
弁
証
法
の
批
判
的
継
承
と
し
て
獲
得
さ
れ
た
方
法

　
に
し
た
が
っ
て
も
、
経
済
学
の
批
判
は
二
と
お
り
の
し
か
た
で

　
可
能
で
あ
っ
た
。
す
た
わ
ち
、
歴
史
的
に
、
あ
る
い
は
論
理
的

　
に
。

　
似
だ
が
歴
史
的
方
法
、
す
た
わ
ち
歴
史
の
発
展
あ
る
い
は
そ
の

　
文
献
史
的
発
展
に
そ
く
し
た
考
察
方
法
を
と
る
ぼ
あ
い
に
は
、

　
歴
史
は
し
ぱ
し
ぱ
飛
躍
的
に
か
つ
ジ
グ
ザ
グ
に
進
む
た
め
に
思

　
考
の
進
行
も
し
ぱ
し
ぱ
中
断
さ
れ
ね
ば
な
る
ま
い
し
、
そ
の
上
、

　
歴
史
的
叙
述
の
た
め
に
は
あ
ら
ゆ
る
準
傭
作
業
が
欠
げ
て
い
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、

　
が
ゆ
え
に
仕
事
は
限
り
な
い
も
の
と
な
る
で
あ
ろ
う
。
こ
う
し

　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、

　
た
わ
げ
で
、
論
理
的
取
扱
い
だ
け
が
適
当
な
も
の
で
あ
っ
た
。

　
倒
と
こ
ろ
が
こ
の
論
理
的
方
法
は
、
実
際
に
は
、
歴
吏
的
形
態

　
と
撹
乱
的
偶
然
性
と
を
と
り
さ
っ
た
歴
史
的
取
扱
い
に
ほ
か
な

　
ら
な
い
。
こ
の
歴
史
の
始
め
が
、
思
考
行
程
の
始
め
で
も
な
げ

　
れ
ぱ
た
ら
た
い
。
そ
し
て
そ
れ
以
後
の
思
考
の
歩
み
は
、
柚
象

　
的
で
理
論
的
に
一
貫
し
た
形
式
に
お
け
る
歴
史
的
経
過
の
映
像
、

学
　
　
界
　
　
動

］

ム
ロ

丁

　
そ
れ
ぞ
れ
の
契
機
が
十
分
に
成
熟
し
典
型
的
形
態
を
も
つ
に
い

　
た
っ
た
発
展
時
点
で
考
察
さ
れ
う
る
こ
と
に
よ
り
、
現
実
の
歴

　
史
的
経
過
そ
の
も
の
が
与
え
る
と
こ
ろ
の
諾
法
則
に
よ
っ
て
修

　
正
さ
れ
た
映
像
に
ほ
か
な
ら
な
い
。

　
エ
ン
ゲ
ル
ス
の
木
の
解
説
は
、
　
『
経
済
学
批
判
、
序
説
』
　
の

「
３
．
経
済
学
の
方
法
」
に
お
け
る
プ
ル
ク
ス
の
見
地
と
は
、
い

ち
じ
る
し
く
趣
を
異
に
す
る
も
の
で
あ
る
。
す
で
に
周
知
の
よ
う

に
、
マ
ル
ク
ス
は
そ
こ
で
、

　
○
け
経
済
学
批
判
の
方
法
が
、
近
代
ブ
ル
ジ
ョ
ア
杜
会
を
つ
ね
に

　
前
提
と
し
て
表
象
に
う
か
べ
つ
つ
、
下
向
・
上
向
を
つ
う
じ
て

　
具
体
的
な
も
の
を
精
神
的
に
具
体
的
な
も
の
と
し
て
再
生
陸
す

　
る
た
め
の
思
惟
に
と
っ
て
の
方
法
、
論
理
的
方
法
で
あ
る
こ
と

　
を
明
確
に
し
、
つ
づ
い
て

閉
単
純
な
範
礒
か
ら
複
雑
な
範
購
へ
の
論
理
的
上
向
と
実
在
的

　
た
歴
史
的
発
峡
と
の
関
連
を
閑
う
て
、
一
方
で
は
、
一
定
の
限

定
の
も
と
で
は
杣
象
的
思
惟
の
上
向
の
歩
み
が
現
実
の
歴
史
過

程
に
照
応
す
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
つ
つ
、
他
方
、
－
「
労
働
」

　
の
例
を
あ
げ
て
ー
も
っ
と
も
杣
象
的
な
範
騰
で
さ
え
、
そ
の
杣

象
性
の
ゆ
え
に
す
べ
て
の
時
代
に
た
い
し
て
妥
当
す
る
と
は
い

　
え
、
こ
の
杣
象
と
い
う
規
定
性
の
点
で
は
そ
れ
白
体
歴
史
的
諸

　
関
係
の
産
物
で
あ
り
、
も
っ
と
も
発
展
し
た
諦
閑
係
の
内
部
に

　
お
い
て
の
み
完
全
な
妥
当
性
を
も
つ
こ
と
を
桁
摘
し
て
い
る
。

ゆ
以
上
の
考
察
の
の
ち
に
マ
ル
ク
ス
は
、
経
済
的
諸
範
瞳
の
岐

一
七
三
　
（
一
七
三
）
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開
序
列
を
規
定
し
て
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
明
記
し
て
い
る
。

　
「
経
済
学
的
諸
範
瞬
を
、
歴
史
的
に
そ
れ
ら
が
規
定
的
な
範
騰

　
で
あ
っ
た
順
序
で
な
ら
べ
る
こ
と
は
、
実
行
で
き
な
い
こ
と
で

　
あ
り
、
ま
た
誤
り
で
あ
ろ
う
。
む
し
ろ
そ
れ
ら
の
序
列
は
、
そ

　
れ
ら
が
近
代
ブ
ル
ジ
ョ
ア
杜
会
で
相
互
に
た
い
し
て
も
つ
関
係

　
に
よ
っ
て
規
定
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、
こ
の
関
係
は
、
歴

　
史
的
発
展
の
系
列
に
照
応
す
る
も
の
と
は
ち
よ
う
ど
反
対
で
あ

　
る
。
こ
こ
で
問
題
な
の
は
、
経
済
的
諸
関
係
が
種
々
さ
ま
ざ
ま

　
の
杜
会
諸
形
態
の
継
起
の
う
ち
に
歴
史
的
に
し
め
る
関
係
で
は

　
な
い
。
間
題
な
の
は
、
近
代
ブ
ル
ジ
ョ
ア
杜
会
の
内
部
で
の
そ

　
れ
ら
の
仕
組
で
あ
る
。
」
（
前
掲
書
六
三
一
－
九
ぺ
ー
ジ
）
。

　
マ
ル
ク
ス
の
こ
の
文
言
と
対
比
す
る
と
き
、
エ
ソ
ゲ
ル
ス
が
、

ｏ
Ｕ
「
論
理
的
方
法
」
と
対
等
の
資
格
で
「
歴
吏
的
方
法
」
を
定
立

し
て
い
る
こ
と
、
似
「
歴
史
的
方
法
」
に
も
と
づ
く
叙
述
は
実
際

上
実
行
不
可
能
で
あ
っ
た
た
め
に
「
論
理
的
方
法
」
が
と
ら
れ
た
、

と
い
っ
た
、
　
「
論
理
的
方
法
」
の
便
宜
的
・
偶
然
的
な
根
拠
づ
け
、

岬
論
理
的
展
開
を
「
歴
火
的
経
過
の
修
正
さ
れ
た
映
像
」
と
い
い

な
が
ら
、
間
題
の
要
点
で
あ
る
「
修
正
」
の
基
準
・
見
地
を
明
確

に
追
究
し
て
い
な
い
た
め
に
、
緕
局
の
と
こ
ろ
論
理
的
方
法
の
歴

史
的
方
法
へ
の
解
消
に
帰
斎
し
て
い
る
こ
と
等
は
、
い
ず
れ
も
マ

ル
ク
ス
の
方
法
の
解
説
と
し
て
は
不
十
分
で
あ
り
、
む
し
ろ
端
的

に
い
っ
て
誤
り
で
あ
る
と
い
わ
ね
ば
な
ら
た
い
。

　
マ
ル
ク
ス
の
経
済
学
批
判
に
お
い
て
間
趣
た
の
は
、
近
代
ブ
ル

一
七
四
　
（
一
七
四
）

ジ
ョ
ア
杜
会
の
内
部
に
お
げ
る
経
済
的
諸
関
係
の
仕
組
で
あ
る
。

「
ブ
ル
ジ
ョ
ァ
経
済
の
諸
法
則
を
展
開
す
る
た
め
に
は
、
生
産
請

関
係
の
現
実
の
歴
史
を
書
く
必
要
は
な
い
。
だ
が
、
そ
れ
自
身
歴

史
的
に
生
成
し
た
関
係
で
あ
る
生
産
諸
関
係
の
正
し
い
観
察
と
演

緯
は
、
つ
ね
に
、
こ
の
体
制
の
背
後
に
よ
こ
た
わ
る
過
去
を
指
示

す
る
最
初
の
諸
方
程
式
へ
と
み
ち
び
き
、
こ
の
示
唆
は
同
時
に
現

在
の
正
し
い
把
握
と
と
も
に
過
去
の
理
解
へ
の
鍵
を
提
供
す
る
。

同
様
に
他
方
こ
の
正
し
い
考
察
は
、
生
産
諸
関
係
の
現
在
の
形
姿

の
止
揚
の
示
唆
さ
れ
る
点
に
み
ち
び
く
。
」
（
『
経
済
学
批
判
要
綱
』

原
書
三
六
四
－
五
べ
ー
ジ
）
。
　
こ
の
よ
う
た
も
の
と
し
て
マ
ル
ク

ス
の
方
法
は
、
あ
く
ま
で
眼
前
の
ブ
ル
ジ
ョ
ア
杜
会
の
構
造
把
握

を
軸
と
し
つ
つ
、
そ
の
う
ぢ
に
過
去
の
理
解
と
未
来
の
構
成
の
鍵

を
見
出
す
と
こ
ろ
の
、
論
理
的
１
１
歴
史
的
方
法
な
の
で
あ
る
。

　
エ
ン
ゲ
ル
ス
は
、
さ
き
に
要
約
し
た
文
節
に
つ
づ
い
て
、
経
済

学
批
判
の
方
法
が
、
　
「
わ
れ
わ
れ
が
眼
前
に
み
い
だ
す
扱
初
の
経

済
的
関
係
」
、
　
「
完
全
に
発
迷
し
た
湘
舳
」
　
か
ら
山
発
し
、
そ
の

分
析
・
総
合
の
過
程
に
お
い
て
「
歴
史
的
例
止
、
現
実
と
の
不
断

の
接
触
を
必
要
と
す
る
」
と
こ
ろ
の
論
理
的
Ｈ
歴
史
的
方
法
で
あ

る
こ
と
を
、
事
実
と
し
て
は
正
し
く
説
い
て
い
る
の
で
あ
る
が
（
加

掲
書
四
七
五
－
七
べ
ー
ジ
）
、
し
か
し
、
す
で
に
み
た
よ
う
に
、

こ
れ
が
唯
一
の
必
然
的
な
方
法
で
あ
ろ
こ
と
の
秋
枢
的
な
根
拠
づ

け
を
与
え
え
て
い
な
い
の
で
あ
っ
で
、
、
そ
の
か
ぎ
り
、
　
エ
ン
ゲ
ル

ス
は
「
マ
ル
ク
ス
の
経
済
学
批
判
の
基
碓
を
な
寸
方
篶
の
完
炊
」



　
を
高
く
評
価
し
な
が
ら
も
、
そ
の
「
意
義
」
に
お
い
て
は
ぎ
わ
め

　
て
不
十
分
に
し
か
理
解
し
て
い
な
か
っ
た
と
い
わ
ざ
る
を
え
な
い
。

（
３
）
　
こ
の
課
題
遂
行
の
た
め
の
方
法
論
的
原
理
と
、
そ
れ
に
も
と

　
づ
く
冒
頭
商
品
の
論
理
構
造
の
解
明
は
、
梯
明
秀
氏
の
諸
労
作
、

　
と
く
に
『
へ
－
ゲ
ル
哲
学
と
資
本
論
』
な
ら
び
に
『
資
本
論
へ
の

　
私
の
歩
み
』
　
（
現
代
思
潮
社
一
九
六
〇
年
、
第
三
部
皿
、
ｗ
）
に

　
お
い
て
、
基
本
的
に
は
果
た
さ
れ
て
い
る
。
と
は
い
え
、
　
『
資
本

　
論
』
に
お
げ
る
論
理
と
歴
史
の
関
連
が
間
わ
れ
る
ぱ
あ
い
、
間
題

　
の
焦
点
は
、
マ
ル
ク
ス
以
後
の
資
本
主
義
の
歴
史
的
発
展
と
現
代

資
本
主
義
・
社
会
主
義
の
経
済
学
的
解
明
に
た
い
し
て
、
　
『
資
本

論
』
の
論
理
と
理
論
が
い
か
な
る
意
義
を
も
ち
、
そ
れ
を
ど
の
よ

　
う
に
発
展
・
展
開
さ
せ
る
べ
き
か
、
そ
の
方
法
論
の
確
定
に
あ
る

　
と
い
え
よ
う
が
、
こ
の
点
に
つ
い
て
梯
氏
の
「
開
か
れ
た
体
系
と

　
し
て
の
資
本
論
」
の
提
唱
は
、
基
本
原
理
を
明
ら
か
に
し
て
い
る

も
の
と
は
い
え
、
そ
の
具
体
化
の
た
め
に
は
、
氏
自
身
明
記
し
て

　
お
ら
れ
る
よ
う
に
、
な
お
さ
ま
ざ
ま
の
重
要
な
問
題
点
を
残
し
て

　
い
る
。
す
な
わ
ち
ま
ず
第
一
に
、
　
「
商
品
論
」
だ
け
で
な
く
『
資

本
論
』
体
系
全
体
に
わ
た
っ
て
、
第
一
、
第
二
、
箪
三
巻
の
論
理

的
関
速
の
間
題
を
は
じ
め
、
　
「
叙
述
の
発
展
段
階
の
一
つ
一
つ
に

　
つ
い
て
の
弁
証
法
」
の
解
明
が
お
こ
な
わ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

し
、
第
二
に
「
プ
ラ
ン
問
題
」
と
の
関
連
に
っ
い
て
、
さ
ら
に
は

策
三
に
、
　
「
資
本
論
』
　
と
『
帝
国
主
義
論
』
、
　
「
現
代
資
本
主
義

諭
」
と
の
論
理
的
・
理
論
的
関
連
に
つ
い
て
も
、
な
お
多
く
の
問

　
　
学
　
　
界
　
　
動
　
　
向

題
が
究
明
さ
れ
な
け
れ
ぼ
な
ら
な
い
（
『
資
本
論
へ
の
私
の
歩
み
』

二
八
五
－
六
べ
ー
ジ
参
照
）
。

　
こ
れ
ら
の
問
題
点
の
解
明
、
い
い
か
え
れ
ば
梯
氏
の
方
法
論
の

経
済
学
的
・
経
済
理
論
的
具
体
化
に
と
っ
て
、
　
『
産
業
資
本
主
義

の
構
造
理
論
』
に
お
げ
る
堀
江
英
一
氏
の
透
徹
し
た
構
想
は
、
注

目
す
べ
き
示
唆
を
与
え
る
も
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
７

　
さ
い
ご
に
、
田
中
氏
の
提
起
さ
れ
た
プ
レ
ハ
ー
ノ
フ
の
　
「
正
統
主

義
」
．
「
客
観
主
義
」
の
問
題
に
つ
い
て
、
若
干
の
付
言
を
お
こ
な
っ
て

お
き
た
い
。
マ
ル
ク
ス
主
義
に
お
げ
る
「
正
統
」
の
基
準
に
つ
い
て
は

さ
き
に
ふ
れ
た
。
し
た
が
っ
て
以
下
は
、
そ
の
見
地
か
ら
の
補
足
的
な

考
察
に
と
ど
ま
る
。

　
プ
レ
ハ
ー
ノ
フ
の
「
正
統
マ
ル
ク
ス
主
義
」
の
歴
史
的
地
位
に
つ
い

て
バ
ロ
ソ
は
、
田
中
氏
も
注
目
さ
れ
る
『
プ
レ
ハ
ー
ノ
フ
』
の
序
文
の

な
か
で
、
っ
ぎ
の
よ
う
に
論
じ
て
い
る
。
　
　
「
プ
レ
ハ
ー
ノ
フ
は
、

ベ
ル
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
の
修
正
主
義
と
レ
ー
ニ
ン
の
ポ
ル
シ
ェ
ヴ
ィ
ズ
ム

と
い
う
当
時
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
上
の
二
大
柵
向
に
反
対
し
て
、
も
っ
と

も
ね
ぼ
り
づ
よ
く
た
た
か
っ
た
正
統
マ
ル
ク
ス
主
義
の
指
導
者
で
あ
っ

た
。
だ
が
皮
肉
に
も
、
か
れ
の
反
修
正
主
義
キ
ャ
ソ
ベ
ー
ソ
は
ポ
ル
シ

ェ
ヴ
ィ
ズ
ム
の
勃
興
を
お
お
い
に
助
長
し
、
反
面
の
ち
に
か
れ
が
ポ
ル

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
七
五
　
（
一
七
五
）



　
　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
策
十
五
巻
・
第
一
号
）

シ
ヱ
ヴ
ィ
ズ
ム
に
ほ
こ
先
を
む
げ
た
と
ぎ
、
か
れ
は
知
ら
ぬ
ま
に
み
ず

か
ら
修
正
主
義
に
す
べ
り
こ
ん
で
い
た
。
か
れ
は
、
自
分
の
体
系
の
構

成
要
素
間
の
バ
ラ
ソ
ス
を
と
き
に
は
失
す
る
こ
と
が
あ
っ
た
に
も
せ
よ
、

お
よ
そ
可
能
な
か
ぎ
り
正
統
マ
ル
ク
ス
主
義
の
防
衛
に
尽
力
し
た
。
に

も
か
か
わ
ら
ず
か
れ
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
は
、
い
ず
れ
の
方
向
で
も
成
功

を
お
さ
め
な
か
っ
た
。
西
で
は
修
正
主
義
が
、
ロ
シ
ァ
で
は
ボ
ル
シ
ェ

ヴ
ィ
ズ
ム
が
勝
ち
、
正
統
マ
ル
ク
ス
主
義
は
足
場
を
失
な
っ
た
。
プ
レ

ハ
ー
ノ
フ
の
運
命
か
ら
わ
れ
わ
れ
は
、
二
十
世
紀
に
お
い
て
は
正
統
マ

ル
ク
ス
主
義
は
、
変
貌
す
る
西
側
の
杜
会
に
た
い
し
て
も
ロ
シ
ア
の
よ

う
な
後
進
諸
国
に
た
い
し
て
も
も
は
や
適
合
し
た
い
こ
と
を
、
見
ぬ
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
１
）

こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
」
。

　
こ
こ
に
は
、
興
味
深
い
問
題
提
起
が
含
ま
れ
て
は
い
る
。
が
、
わ
れ

わ
れ
に
と
っ
て
の
問
題
は
、
プ
レ
ハ
ー
ノ
フ
の
擁
護
し
た
「
正
統
マ
ル

ク
ス
主
義
」
、
二
十
世
紀
に
は
も
は
や
足
場
を
喪
失
Ｌ
た
「
正
統
マ
ル
ク

ス
主
義
」
の
内
容
、
正
体
に
こ
そ
あ
る
。
こ
れ
を
田
中
氏
は
、
理
論
と

実
践
に
お
け
る
「
客
観
主
義
」
と
規
定
さ
れ
た
。
お
そ
ら
く
こ
の
鋭
定

は
正
し
い
で
あ
ろ
う
。
だ
が
、
研
究
会
の
席
で
も
指
摘
さ
れ
た
よ
う
に
、

プ
レ
ハ
ー
ノ
フ
の
「
客
観
主
義
」
は
ミ
ー
チ
ソ
以
後
の
平
板
な
唯
物
主

義
的
客
観
主
義
と
も
異
な
る
し
、
ま
た
宇
野
理
論
の
悟
性
主
義
的
客
観

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
七
六
　
（
一
七
六
）

主
義
と
も
、
そ
の
構
造
と
意
義
を
異
に
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
と
す
れ

ぱ
、
プ
レ
ハ
ー
ノ
フ
の
「
客
観
主
義
」
の
特
質
と
根
拠
が
、
い
っ
そ
う

た
ち
い
っ
て
究
明
さ
れ
る
必
要
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

　
プ
レ
ハ
ー
ノ
フ
は
、
マ
ル
ク
ス
主
義
の
外
で
も
内
で
も
へ
－
ゲ
ル
が

忘
却
さ
れ
、
一
般
に
マ
ル
ク
ス
主
義
の
哲
学
的
契
機
が
否
認
さ
れ
て
い

た
第
ニ
イ
ン
タ
ー
の
時
期
に
あ
っ
て
、
マ
ル
ク
ス
主
義
の
固
有
の
哲
学

的
基
礎
を
重
視
し
、
こ
れ
に
た
ち
い
っ
た
考
察
を
く
わ
え
た
数
少
な
い

理
論
家
の
一
人
、
レ
ー
ニ
ソ
を
除
い
て
は
お
そ
ら
く
唯
一
の
人
で
あ
っ

た
。
そ
の
主
著
『
史
的
二
兀
論
』
　
（
一
八
九
五
年
）
に
お
い
て
か
れ
は
、

マ
ル
ク
ス
主
義
の
哲
学
的
基
礎
を
、
へ
ー
ゲ
ル
を
媒
介
と
す
る
一
八
世

紀
フ
ラ
ン
ス
の
形
而
上
学
的
唯
物
論
の
止
揚
に
成
立
し
た
「
弁
証
法
的

唯
物
論
」
と
特
徴
づ
げ
、
そ
の
根
本
特
質
を
、
経
済
的
必
然
性
と
人
問

の
意
識
．
心
理
・
理
性
と
の
、
土
台
と
上
部
構
造
と
の
交
互
作
用
は
こ

れ
を
十
分
に
承
認
し
な
が
ら
も
、
　
「
交
互
作
用
の
見
地
を
超
越
」
Ｌ
て

歴
史
の
総
体
的
・
二
兀
的
な
把
握
を
達
成
し
た
と
こ
ろ
に
求
め
て
い
る
。

こ
の
見
地
か
ら
か
れ
は
、
唯
物
史
観
の
内
容
を
詳
細
か
っ
見
事
に
解
説

し
て
、
当
時
の
ロ
シ
ア
の
主
観
主
義
的
空
想
論
者
た
ち
（
ミ
ハ
イ
ロ
フ

ス
キ
ー
ら
ナ
ロ
ー
ド
ニ
キ
一
派
）
の
根
底
を
つ
く
と
と
も
に
、
マ
ル
ク

ス
主
義
に
投
げ
か
げ
ら
れ
る
「
経
済
決
定
論
」
　
「
宿
命
論
」
の
非
難
に



た
い
Ｌ
て
、
唯
物
史
観
に
お
げ
る
「
理
想
」
と
行
動
、
主
体
的
契
機
の

不
可
欠
的
重
要
性
を
、
正
当
に
強
調
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
　
「
マ
ル
ク

ス
主
義
者
は
理
想
に
な
ん
の
意
義
も
み
と
め
な
い
と
い
う
マ
ル
ク
ス
主

義
者
観
は
、
　
”
現
実
”
　
〔
の
マ
ル
ク
ス
主
義
〕
に
ま
っ
こ
う
か
ら
対
立

す
る
も
の
で
あ
る
。
理
想
に
つ
い
て
い
う
こ
と
に
な
れ
ぱ
、
マ
ル
ク
ス

の
理
論
は
、
か
つ
て
人
問
の
思
想
の
歴
史
に
存
在
し
た
も
っ
と
も
理
想

的
な
理
論
で
あ
る
と
い
わ
な
げ
れ
ぱ
な
ら
な
い
。
そ
し
て
こ
れ
は
、
マ

ル
ク
ス
の
理
論
の
純
粋
に
科
学
的
な
課
題
に
た
い
し
て
も
、
そ
の
実
践

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
２
）

的
た
課
題
に
た
い
し
て
も
、
同
様
に
あ
て
は
ま
る
こ
と
で
あ
る
」
。
　
た

し
か
に
、
プ
レ
ハ
ー
ノ
フ
の
哲
学
的
著
作
は
、
　
「
す
べ
て
の
国
際
的
マ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
３
）

ル
ク
ス
主
義
文
献
の
う
ち
で
最
良
の
も
の
」
　
（
レ
ー
ニ
ン
）
と
し
て
の

実
質
を
そ
な
え
て
い
る
。

　
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
プ
レ
ハ
ー
ノ
フ
を
き
わ
め
て
高
く
評
価
し
た
レ

ー
ニ
ン
こ
そ
、
同
時
に
プ
レ
ハ
ー
ノ
フ
の
弱
点
を
も
っ
と
も
鋭
く
え
ぐ

り
だ
し
た
人
で
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
『
哲
学
ノ
ー
ト
』
（
一
九
一
五
年
）

の
な
か
で
レ
ー
ニ
ン
は
、
プ
レ
ハ
ー
ノ
フ
に
お
げ
る
「
弁
証
法
の
核

心
」
の
理
解
の
欠
如
を
指
摘
し
て
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。

　
「
研
究
す
る
こ
と
ー
プ
レ
ハ
ー
ノ
フ
は
哲
学
（
弁
証
法
）
に
っ
い

て
お
そ
ら
く
千
ぺ
ー
ジ
ぐ
ら
い
書
い
た
。
こ
れ
ら
の
う
ち
で
『
大
論
理

　
　
　
　
学
　
　
界
　
　
動
　
　
向

学
』
の
こ
と
は
、
　
『
大
論
理
学
』
に
ち
な
ん
で
は
、
そ
の
思
想
（
す
な

わ
ち
、
哲
学
的
科
学
と
し
て
の
本
来
の
弁
証
法
）
に
ち
た
ん
で
は
、
一

　
　
　
　
　
　
　
（
４
）

言
も
述
べ
て
い
な
い
。
〃
・
」
。

　
「
一
つ
の
も
の
の
分
裂
と
、
こ
の
一
つ
の
も
の
の
矛
盾
し
た
二
つ
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、

部
分
の
認
識
は
、
弁
証
法
の
核
心
で
あ
る
。
へ
ー
ゲ
ル
も
ま
さ
に
こ
の

よ
う
に
問
題
を
提
起
し
て
い
る
。
…
弁
証
法
の
こ
の
側
面
に
は
、
通
常

（
た
と
え
ぱ
プ
レ
ハ
ー
ノ
フ
の
ば
あ
い
）
十
分
な
注
意
が
は
ら
わ
れ
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
、

い
な
い
。
対
立
物
の
同
一
は
実
例
の
総
和
と
解
さ
れ
て
（
…
ニ
ソ
ゲ
ル

ス
に
あ
っ
て
も
同
じ
で
あ
る
。
し
か
し
こ
れ
は
”
通
俗
化
の
た
め
〃
で

　
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、

あ
る
）
、
認
識
の
法
則
（
お
よ
び
客
観
的
世
界
の
法
則
）
と
は
解
さ
れ

　
　
（
５
）

て
い
な
い
」
。

　
　
　
　
　
、
　
　
、

　
「
弁
証
法
こ
そ
、
　
（
へ
ー
ゲ
ル
お
よ
び
）
マ
ル
ク
ス
主
義
の
認
織
論

、
　
　
、
　
　
、

で
あ
る
。
事
柄
の
ま
さ
に
こ
の
”
側
面
”
　
（
こ
れ
は
事
柄
の
一
”
側
面
”

　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、

で
は
な
く
、
事
柄
の
核
心
で
あ
る
）
に
、
ほ
か
の
マ
ル
ク
ス
主
義
者
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
６
）

い
う
ま
で
も
な
く
、
プ
レ
ハ
ー
ノ
フ
は
注
意
を
は
ら
わ
な
か
っ
た
」
。

　
レ
ー
ニ
ン
の
こ
れ
ら
の
文
言
の
芯
義
を
十
分
に
解
明
す
る
こ
と
は
容

易
で
な
い
が
、
少
た
く
と
も
こ
こ
で
レ
ー
ニ
ソ
が
、
プ
レ
ハ
ー
ノ
フ
の

弁
証
法
理
解
を
、
旧
弁
証
法
の
核
心
を
「
対
立
物
の
統
一
」
と
と
ら
え
て

い
な
い
こ
と
、
似
認
識
論
と
し
て
の
介
証
法
の
欠
如
、
の
二
点
に
お
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
七
七
　
（
一
七
七
）



　
　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
十
五
巻
・
第
一
号
）

て
批
判
し
、
し
か
も
こ
の
二
っ
の
点
が
相
互
に
連
関
し
た
不
可
分
の
関

係
に
あ
る
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
こ
と
は
、
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。

　
た
し
か
に
プ
レ
ハ
ー
ノ
フ
は
、
へ
－
ゲ
ル
に
由
来
す
る
「
弁
証
法
」

の
説
明
に
さ
い
し
て
、
量
的
変
化
の
質
的
変
化
へ
の
転
化
、
な
ら
び
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、

漸
次
性
の
中
断
１
１
飛
躍
を
ふ
く
む
発
展
の
理
論
と
し
て
の
意
義
を
強
調

し
て
い
る
。
だ
が
レ
ー
ニ
ン
に
よ
れ
ぼ
、
弁
証
法
が
こ
の
よ
う
な
発
展

の
理
論
で
あ
り
う
る
の
は
、
そ
れ
が
事
物
と
運
動
を
「
対
立
物
の
統

一
」
と
し
て
把
握
す
る
か
ら
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
　
「
対
立
物
の
同
一
と

は
、
自
然
（
精
神
も
杜
会
も
ふ
く
め
て
）
の
す
べ
て
の
現
象
と
過
程
と

の
う
ち
に
、
矛
盾
し
た
、
た
が
い
に
排
除
し
あ
う
、
対
立
し
た
諸
傾
向

を
承
認
す
る
こ
と
（
発
見
す
る
こ
と
）
で
あ
る
」
。
　
こ
の
「
運
動
観
」

だ
げ
が
、
　
「
す
べ
て
の
存
在
す
る
も
の
の
”
自
己
運
動
”
を
理
解
す
る

鍵
を
あ
た
え
る
。
そ
れ
だ
げ
が
、
”
飛
躍
〃
、
”
漸
次
性
の
中
断
〃
、
”
対

立
物
へ
の
砿
化
〃
、
古
い
も
の
の
消
減
と
新
し
い
も
の
の
出
現
、
を
理

　
　
　
　
　
　
　
（
７
）

解
す
る
鍵
を
あ
た
え
る
」
。

　
と
こ
ろ
で
こ
の
、
対
立
物
の
統
一
と
統
一
物
の
対
立
と
い
う
弁
証
法

の
「
核
心
」
的
視
点
は
、
い
う
ま
で
も
な
く
、
認
識
過
程
に
も
適
用
さ

れ
な
け
れ
ぼ
な
ら
な
い
。
と
い
う
よ
り
も
元
来
弁
証
法
は
、
へ
ー
ゲ
ル

に
お
い
て
、
存
在
と
忠
惟
と
の
、
客
観
的
瑛
実
と
主
体
的
行
為
と
の
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
七
八
　
（
一
七
八
）

相
互
媒
介
の
論
理
と
し
て
成
立
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
マ
ル
ク
ス
の
弁

証
法
に
つ
い
て
も
、
こ
の
点
は
強
調
さ
れ
な
け
れ
ぼ
な
る
ま
い
。
弁
証

法
は
な
に
よ
り
も
、
主
体
と
客
体
と
の
相
互
媒
介
の
論
理
、
し
た
が
っ

　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
、

て
実
践
と
認
識
の
論
理
な
の
で
あ
る
。
　
「
弁
証
法
こ
そ
（
へ
ー
ゲ
ル
お

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ
　
、
　
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
、

よ
び
）
マ
ル
ク
ス
主
義
の
認
識
論
で
あ
る
。
こ
れ
は
事
柄
の
核
心
で
あ

る
」
と
い
う
レ
ー
ニ
ン
の
命
題
は
、
ま
さ
に
こ
の
意
味
に
解
す
べ
き
で

あ
ろ
う
。
そ
し
て
こ
の
点
に
　
「
注
意
を
は
ら
わ
な
い
」
と
き
に
は
、

「
反
映
論
に
、
認
識
の
過
程
と
発
展
と
に
、
弁
証
法
を
適
用
す
る
能
力

の
な
い
」
と
こ
ろ
の
、
実
質
上
の
「
”
形
而
上
学
的
。
唯
物
論
」
に
堕

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
８
）

す
る
こ
と
と
な
ら
ざ
る
を
え
な
い
。

　
こ
こ
で
わ
れ
わ
れ
は
、
唯
物
弁
証
法
論
史
に
お
げ
る
一
争
点
、
す
な

わ
ち
、
白
然
弁
証
法
、
歴
史
の
弁
証
法
な
ら
び
に
思
惟
の
弁
証
法
の
相

互
関
連
の
問
題
に
直
面
し
て
い
る
。
こ
こ
で
は
こ
の
問
題
に
深
入
り
す

る
余
裕
は
な
い
。
が
、
次
の
点
だ
げ
は
指
摘
し
て
お
か
ね
ぱ
な
る
ま
い
。

白
然
と
歴
史
の
実
在
的
運
動
法
則
性
と
、
思
惟
が
こ
れ
の
「
反
映
」
で

あ
る
こ
と
と
の
承
認
が
、
唯
物
論
の
基
本
的
見
地
で
あ
る
。
だ
が
こ
れ

は
、
某
本
的
見
地
で
あ
り
問
魍
の
出
発
点
で
あ
る
に
す
ぎ
ず
、
要
は
こ

の
「
反
映
」
を
ま
さ
に
弁
乖
法
的
に
と
ら
え
る
と
こ
ろ
に
こ
そ
あ
る
。

戸
坂
潤
の
透
徹
し
た
考
察
に
依
拠
し
て
い
え
ば
、
　
「
認
識
す
る
者
は
銚



で
は
な
く
て
、
杜
会
的
に
生
き
て
い
る
実
践
的
な
人
間
」
で
あ
る
以
上
、

「
知
識
・
模
写
は
、
何
等
か
の
仕
方
に
於
け
る
人
問
の
杜
会
的
実
践
活

動
〔
こ
れ
は
知
覚
や
実
験
か
ら
、
生
産
活
動
・
政
治
活
動
ま
で
包
含
す

　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、

る
〕
が
介
入
し
て
構
成
の
労
を
と
る
こ
と
な
し
に
は
、
事
実
上
な
り
た

　
　
（
９
）

た
な
い
」
。
　
そ
し
て
つ
ね
に
「
人
間
的
実
践
」
を
基
礎
と
し
基
準
と
す

る
と
こ
ろ
の
実
在
反
映
１
１
知
識
構
成
の
過
程
は
、
　
「
科
学
の
方
法
」
と

「
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
」
を
媒
介
と
し
つ
つ
そ
の
総
結
果
と
し
て
「
科
学
的

世
界
像
」
に
、
す
な
わ
ち
「
世
界
の
統
一
的
た
模
写
・
反
映
」
に
到
達

　
（
１
０
）

す
る
。
し
た
が
っ
て
、
白
然
と
歴
史
の
実
在
的
弁
証
法
と
そ
の
　
「
反

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
、
　
、
　
、
、
へ
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、

映
」
と
し
て
の
思
惟
の
弁
証
法
と
は
、
実
践
的
認
識
過
程
の
弁
証
法
を

か
レ
ズ
は
じ
め
て
区
別
に
お
け
る
同
一
性
に
あ
る
の
で
あ
り
、
ま
た
こ

の
よ
う
た
連
関
に
お
い
て
の
み
、
そ
れ
ら
は
現
実
的
意
義
を
有
す
る
と

い
っ
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
ま
さ
し
く
認
識
論
と
し
て
の
弁
証
法
こ
そ
、

「
弁
証
法
の
核
心
」
と
い
わ
ね
ぱ
な
ら
た
い
。

　
プ
レ
ハ
ー
ノ
フ
の
「
客
観
主
義
」
は
、
一
面
で
は
、
理
論
以
前
的
な

い
わ
ぼ
思
想
体
質
と
も
い
う
べ
き
も
の
に
そ
の
根
源
を
求
め
る
こ
と
が

で
き
る
か
も
知
れ
な
い
。
だ
が
、
実
践
沽
動
家
で
あ
る
と
と
も
に
す
ぐ

れ
て
理
論
家
で
あ
っ
た
プ
レ
ハ
ー
ノ
フ
を
お
も
う
と
き
、
「
存
概
士
上
義
」

の
根
源
は
、
ま
ず
も
っ
て
（
あ
る
い
は
究
極
的
に
は
）
そ
の
理
論
の
う

　
　
　
　
学
　
　
界
　
　
動
　
　
向

ち
に
追
究
さ
れ
ね
ぼ
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
そ
れ
は
、
以
上
の

レ
ー
ニ
ソ
に
。
も
と
づ
く
考
察
が
正
し
い
と
す
れ
ぼ
、
　
「
弁
証
法
の
核

心
」
の
無
理
解
の
う
ち
に
、
し
た
が
っ
て
ま
た
「
認
識
論
と
し
て
の
弁

証
法
」
の
欠
加
の
う
ち
に
、
も
と
め
ら
れ
る
べ
き
で
は
な
か
ろ
う
か
。

　
田
中
氏
は
、
す
で
に
引
用
し
た
プ
レ
ハ
ー
ノ
フ
の
「
客
観
主
義
」
の

規
定
　
　
　
「
か
れ
は
唯
物
論
的
見
地
に
立
ち
な
が
ら
、
経
済
過
程
の
政

治
過
程
に
対
す
る
規
定
性
を
過
大
に
評
価
す
る
傾
向
を
も
つ
点
で
、
し

た
が
っ
て
革
命
主
体
の
白
山
な
歴
史
創
造
の
可
能
性
の
幅
を
狭
く
考
え

　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、

る
傾
向
を
も
っ
点
て
、
客
観
主
義
的
な
の
で
あ
る
」
　
　
に
っ
づ
げ
て
、

い
っ
て
お
ら
れ
る
。
　
「
お
よ
そ
マ
ル
ク
ス
理
論
を
採
る
ひ
と
な
ら
ば
す

べ
て
、
下
部
構
造
の
上
部
構
造
に
対
す
る
基
礎
的
制
約
性
と
、
上
部
構
造

の
下
部
構
造
に
対
す
る
相
対
的
作
用
力
を
認
め
る
。
プ
レ
ハ
ー
ノ
フ
も

ま
た
、
歴
史
に
対
す
る
意
識
の
能
動
的
意
義
に
つ
い
て
興
味
ぶ
か
い
考

察
を
加
え
、
一
定
の
範
囲
内
で
そ
れ
を
認
め
て
い
る
。
し
か
し
、
具
体

的
な
閉
題
に
つ
い
て
の
判
断
と
な
る
と
、
下
郁
構
遣
の
基
礎
的
制
約
性

・
上
部
構
遣
の
柵
対
的
作
用
を
ど
の
よ
う
に
評
価
す
る
か
の
ち
が
い
が

あ
ら
わ
れ
て
く
る
。
ブ
レ
ハ
ー
ノ
フ
の
ぼ
あ
い
に
は
、
下
部
構
遣
に
よ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、

る
例
約
性
が
っ
よ
く
お
し
だ
さ
れ
て
、
辿
秋
の
必
伏
一
性
が
独
閥
せ
ら
れ
、

↓
芯
小
ハ
ハ
朴
小
小
外
い
悟
俗
と
い
う
発
独
が
殺
さ
れ
る
。
わ
た
く
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
七
九
　
（
一
七
九
）
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済
学
（
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）

は
、
プ
レ
ハ
ー
ノ
フ
と
レ
ー
ニ
ン
と
の
後
年
の
対
立
は
、
こ
の
こ
と
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
ｕ
）

深
く
か
か
わ
っ
て
い
る
と
思
う
」
。
　
こ
れ
は
ま
こ
と
に
興
味
ぶ
か
く
示

唆
に
と
む
論
述
で
あ
る
。
だ
が
、
プ
レ
ハ
ー
ノ
フ
と
レ
ー
ニ
ソ
と
の
あ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
　
、

い
だ
に
は
、
　
「
経
済
過
程
の
政
治
過
程
に
対
す
る
規
定
性
を
過
大
に
評

価
す
る
傾
向
」
を
も
つ
か
も
た
な
い
か
、
　
「
革
命
主
体
の
自
由
な
歴
史

　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、

創
造
の
可
能
性
の
幅
を
狭
く
考
え
る
傾
向
」
を
も
つ
か
も
た
な
い
か
、

と
い
っ
た
量
的
規
定
の
差
異
の
底
に
、
認
識
論
・
組
織
論
・
実
践
論
を

つ
ら
ぬ
く
弁
証
法
理
解
の
差
異
が
あ
り
、
そ
し
て
こ
れ
こ
そ
、
両
者
の

「
対
立
」
の
根
元
を
な
す
も
の
と
、
と
ら
え
る
べ
き
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　
さ
い
ご
に
、
マ
ル
ク
ス
主
義
・
マ
ル
ク
ス
経
済
学
の
根
本
問
題
に
つ

い
て
、
粗
略
な
が
ら
若
干
考
究
す
る
機
縁
を
与
え
て
く
だ
さ
っ
た
田
中

真
晴
、
佐
藤
金
三
郎
の
両
氏
に
た
い
し
て
厚
く
お
礼
を
申
し
あ
げ
る
と

と
も
に
、
い
さ
さ
か
切
れ
ぬ
蛮
刀
を
ふ
り
ま
わ
し
た
き
ら
い
が
な
い
で

も
な
い
小
論
に
た
い
し
て
、
き
た
ん
の
な
い
ご
批
判
や
ご
教
示
を
い
た

だ
げ
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。

　
（
１
）
　
ｏ
ｏ
～
昌
亮
Ｈ
声
　
団
胃
◎
員
　
国
呉
ぎ
箏
◎
く
一
；
Ｑ
句
｝
亭
胃
◎
｛

　
　
射
易
。
。
一
彗
く
彗
×
〆
昌
一
岩
章
り
．
河

　
（
２
）
　
川
内
唯
彦
訳
、
改
訳
『
史
的
二
兀
論
』
、
岩
波
文
庫
、
上
巻

　
　
二
七
ニ
ベ
ー
ジ
。

　
（
３
）
　
「
ふ
た
た
び
労
働
組
合
に
つ
い
て
、
現
在
の
情
勢
に
つ
い
て
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
八
○
　
（
一
八
○
）

ト
ロ
ツ
キ
ー
と
ブ
ハ
ー
リ
ン
の
誤
り
に
つ
い
て
」
　
（
一
九
二

一
月
）
、
大
月
書
店
『
レ
ー
ニ
ン
全
集
』
三
二
巻
、
九
二
ぺ
－
一
年

ジ
。

（
４
）
　
『
レ
ー
ニ
ン
全
集
』
三
八
巻
、
二
四
六
べ
ー
ジ
。

（
５
）
　
同
右
、
三
二
六
ぺ
－
ジ
。
強
調
は
レ
ー
ニ
ン
。

（
６
）
　
同
右
、
三
二
九
べ
ー
ジ
。
強
調
は
レ
ー
ニ
ン
。

（
７
）
　
同
右
、
三
二
六
－
七
べ
－
ジ
。

（
８
）
　
同
右
、
三
二
九
ぺ
ー
ジ
。

　
　
な
お
、
レ
ヴ
ァ
イ
の
っ
ぎ
の
プ
レ
ハ
ー
ノ
フ
批
判
は
、
示
唆
に

　
富
ん
で
い
る
。
　
　
「
プ
レ
ハ
ー
ノ
フ
は
弁
証
法
の
も
っ
と
も
大

　
き
な
特
徴
と
し
て
、
二
つ
の
規
定
を
あ
げ
て
い
る
。
ｍ
矛
盾
に
お

　
け
る
発
展
、
閉
量
と
質
と
の
弁
証
法
的
関
係
。
弁
証
法
の
こ
れ
ら

　
の
個
々
の
契
機
に
つ
い
て
は
、
か
れ
は
非
常
に
よ
く
理
解
し
て
い

　
る
。
だ
が
か
れ
は
、
へ
－
ゲ
ル
の
白
已
意
識
諭
　
　
こ
れ
こ
そ
弁

証
法
の
個
々
の
契
機
を
有
機
的
全
体
に
緕
合
す
る
も
の
だ
　
　
は

無
視
し
て
も
よ
い
と
考
え
て
お
り
、
マ
ル
ク
ス
と
へ
ｉ
ゲ
ル
と
の

違
い
は
、
マ
ル
ク
ス
が
へ
－
ゲ
ル
の
『
世
界
精
神
』
を
『
生
産
関

係
』
の
概
念
で
お
き
か
え
た
こ
と
に
尽
き
る
と
考
え
て
い
る
。
か

れ
は
、
交
互
作
用
に
か
ん
す
る
へ
ー
ゲ
ル
の
考
え
の
意
義
を
よ
く

理
解
し
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
れ
ぼ
『
同
一
物
の
両
側
面
は
直
接
的

所
与
と
し
て
放
置
さ
れ
る
こ
と
な
く
、
第
三
の
、
高
次
の
も
の
の

契
機
と
し
て
』
把
握
さ
れ
な
け
れ
ぼ
な
ら
な
い
。
と
こ
ろ
が
か
れ

は
こ
の
『
高
次
の
も
の
』
を
、
一
つ
の
新
し
い
、
丙
果
系
列
の
先

行
肢
節
と
み
た
し
た
の
で
あ
っ
て
、
こ
の
よ
う
な
見
方
の
緕
果
か



れ
は
、
世
界
精
神
と
歴
史
と
の
へ
ー
ゲ
ル
的
な
関
係
を
、
因
果
関

　
係
に
す
り
か
え
て
し
ま
う
こ
と
に
な
ら
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
。
へ

　
ー
ゲ
ル
に
た
い
す
る
こ
の
よ
う
な
誤
解
と
無
理
解
の
た
め
に
、
マ

　
ル
ク
ス
主
義
は
哲
学
的
に
は
、
種
友
様
六
な
諸
要
素
の
内
的
関
連

　
を
欠
い
た
羅
列
に
な
っ
て
Ｌ
ま
っ
た
。
」
　
（
内
享
四
ボ
ゆ
・
四
・
○
二

ｃ
ｏ
．
ｓ
ｏ
．
）

（
９
）
戸
坂
潤
「
科
学
論
」
、
勤
草
書
房
『
戸
坂
潤
全
集
』
第
一
巻
、

　
一
四
六
－
七
ぺ
ー
ジ
。

（
１
０
）
　
同
右
、
　
一
五
三
べ
ー
ジ
参
照
。

（
ｕ
）
　
京
大
『
経
済
論
叢
』
八
九
巻
五
号
、
一
〇
１
一
一
ぺ
ー
ジ
。

共
同
研
究
室

　
　
昭
和
四
十
一
年
度
第
一
回
研
究
会
（
五
月
士
二
目
）

　
　
　
　
▼
テ
ー
マ
「
労
働
力
不
足
と
中
小
企
業
の
実
態
」

　
　
　
　
１
近
畿
地
方
の
ケ
ー
ス
・
ス
タ
デ
ィ
を
中
心
と
し
て
－

　
　
　
　
報
告
老
　
浜
崎
　
正
規
氏

　
　
　
　
　
　
（
報
告
要
旨
は
資
料
欄
に
掲
載
）

学
　
　
界

動
　
　
向

一
八
一
　
（
一
八
一
）


